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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第1のユーザに関連付けられたクライアントデバイス(300A、300B、400)を動作させる方
法であって、
　前記クライアントデバイスによって、インターネットプロトコル(IP)マルチメディアサ
ブシステム(IMS)サービスを求めて第1のユーザに前記クライアントデバイスを登録するた
めにIMSネットワークを用いて登録プロシージャを実行するステップ(800、810、815、830
、835、850、1300、1325)と、
　前記クライアントデバイスによって、1つまたは複数の他のクライアントデバイスに関
するリッチコミュニケーションスイート(RCS)能力情報を取得するために前記IMSサービス
を求めて前記第1のユーザに同様に登録された前記1つまたは複数の他のクライアントデバ
イスと通信するステップ(1305、1310、1330、1335、1350、1355)と、
　前記クライアントデバイスによって、前記クライアントデバイスのRCS能力情報を報告
することを求める要求を受信するステップ(1430、1435、1440)と、
　前記クライアントデバイスによって、前記受信された要求に応答して、(i)前記クライ
アントデバイスのRCS能力情報と(ii)前記1つまたは複数の他のクライアントデバイスに関
する前記RCS能力情報の両方を示すメッセージを送信するステップ(1445、1455、1460)と
を含む、方法。
【請求項２】
　前記登録プロシージャが、
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　前記クライアントデバイスを前記IMSサービスに登録することを求める要求を前記IMSネ
ットワークに送信するステップと、
　前記送信された要求に応答して、前記クライアントデバイスがデバイス固有のルーティ
ング識別子の第1の組を用いて前記IMSサービスに登録されるという通知を受信するステッ
プと
を含み、
　前記通知が、前記IMSサービスを求めて前記1つまたは複数の他のクライアントデバイス
に以前に割り当てられたデバイス固有のルーティング識別子の少なくとも1つの追加の組
の指示をさらに含み、
　前記通信するステップが、前記1つまたは複数の他のクライアントデバイスに関する前
記RCS能力情報を取得するためにデバイス固有のルーティング識別子の前記少なくとも1つ
の追加の組を使用する、
請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　デバイス固有のルーティング識別子の前記第1の組および少なくとも1つの追加の組が各
々、Globally Routable User Agent Uniform Resource Identifier(GRUU)の組に対応する
、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　GRUUの各組が、パブリックGRUUおよびテンポラリGRUUを含む、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記通信するステップが、
　デバイス固有のルーティング識別子の前記少なくとも1つの追加の組に基づく宛先アド
レスを用いて1つまたは複数のセッション開始プロトコル(SIP)OPTIONSメッセージを構成
するステップと、
　前記1つまたは複数のSIP OPTIONSメッセージを前記1つまたは複数の他のクライアント
デバイスに送信するステップであって、前記送信された1つまたは複数のSIP OPTIONSメッ
セージの各々が前記クライアントデバイスに関する前記RCS能力情報を示す、ステップと
、
　前記送信するステップに応答して前記1つまたは複数の他のクライアントデバイスから
、SIP 200 OKメッセージが発生した前記他のクライアントデバイスに関する前記RCS能力
情報を各々が示す1つまたは複数のSIP 200 OKメッセージを受信するステップと
を含む、請求項2に記載の方法。
【請求項６】
　前記受信された要求が、セッション開始プロトコル(SIP) OPTIONSメッセージであり、
　前記送信されたメッセージが、第2のSIP 200 OKメッセージである、
請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記受信された要求が、前記第1のユーザと異なる第2のユーザに前記IMSサービスを求
めて登録された異なるクライアントデバイスから発生する、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記受信された要求が、前記クライアントデバイスおよび前記1つまたは複数の他のク
ライアントデバイスに同時に配信されるフォーキングされた要求である、請求項1に記載
の方法。
【請求項９】
　前記フォーキングされた要求が、前記IMSネットワークにおいてフォーキングされ、
　前記送信するステップが、前記メッセージを前記IMSネットワークに送信する、
請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記フォーキングされた要求が、前記IMSネットワークの外部にあるアプリケーション
サーバにおいてフォーキングされ、前記IMSサービスをサポートするために前記クライア
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ントデバイスおよび前記1つまたは複数の他のクライアントデバイスに割り当てられ、
　前記送信するステップが、前記メッセージを前記アプリケーションサーバに送信する、
請求項8に記載の方法。
【請求項１１】
　第1のユーザに関連付けられたクライアントデバイス(300A、300B、400)であって、
　インターネットプロトコル(IP)マルチメディアサブシステム(IMS)サービスを求めて第1
のユーザに前記クライアントデバイスを登録するためにIMSネットワークを用いて登録プ
ロシージャを実行する(800、810、815、830、835、850、1300、1325)ための手段(405、41
0)と、
　1つまたは複数の他のクライアントデバイスに関するRCS能力情報を取得するために前記
IMSサービスを求めて前記第1のユーザに同様に登録された前記1つまたは複数の他のクラ
イアントデバイスと通信する(1305、1310、1330、1335、1350、1355)ための手段(405)と
、
　前記クライアントデバイスのリッチコミュニケーションスイート(RCS)能力情報を報告
することを求める要求を受信する(1430、1435、1440)ための手段(405)と、
　前記受信された要求に応答して、(i)前記クライアントデバイスのRCS能力情報と(ii)前
記1つまたは複数の他のクライアントデバイスに関する前記RCS能力情報の両方を示すメッ
セージを送信する(1445、1455、1460)ための手段(405)と
を含む、クライアントデバイス。
【請求項１２】
　実行するための前記手段が、
　前記クライアントデバイスを前記IMSサービスに登録することを求める要求を前記IMSネ
ットワークに送信するための手段と、
　前記送信された要求に応答して、前記クライアントデバイスがデバイス固有のルーティ
ング識別子の第1の組を用いて前記IMSサービスに登録されるという通知を受信するための
手段と
を含み、
　前記通知が、前記IMSサービスを求めて前記1つまたは複数の他のクライアントデバイス
に以前に割り当てられたデバイス固有のルーティング識別子の少なくとも1つの追加の組
の指示をさらに含み、
　通信するための前記手段が、前記1つまたは複数の他のクライアントデバイスに関する
前記RCS能力情報を取得するためにデバイス固有のルーティング識別子の前記少なくとも1
つの追加の組を使用する、
請求項11に記載のクライアントデバイス。
【請求項１３】
　前記受信された要求が、前記クライアントデバイスおよび前記1つまたは複数の他のク
ライアントデバイスに同時に配信されるフォーキングされた要求である、請求項11に記載
のクライアントデバイス。
【請求項１４】
　第1のユーザに関連付けられたクライアントデバイス(300A、300B、400)によって実行さ
れるとき、前記クライアントデバイスに動作を実行させる、記憶された命令を含む非一時
的コンピュータ可読記憶媒体(415)であって、前記命令が、
　インターネットプロトコル(IP)マルチメディアサブシステム(IMS)サービスを求めて第1
のユーザに前記クライアントデバイスを登録するためにIMSネットワークを用いて登録プ
ロシージャを前記クライアントデバイスに実行させる(800、810、815、830、835、850、1
300、1325)ように構成された少なくとも1つの命令と、
　1つまたは複数の他のクライアントデバイスに関するRCS能力情報を取得するために前記
IMSサービスを求めて前記第1のユーザに同様に登録された前記1つまたは複数の他のクラ
イアントデバイスと前記クライアントデバイスに通信させる(1305、1310、1330、1335、1
350、1355)ように構成された少なくとも1つの命令と、



(4) JP 6505706 B2 2019.4.24

10

20

30

40

50

　前記クライアントデバイスのリッチコミュニケーションスイート(RCS)能力情報を報告
することを求める要求を前記クライアントデバイスに受信させる(1430、1435、1440)よう
に構成された少なくとも1つの命令と、
　前記受信された要求に応答して、(i)前記クライアントデバイスのRCS能力情報と(ii)前
記1つまたは複数の他のクライアントデバイスに関する前記RCS能力情報の両方を示すメッ
セージを前記クライアントデバイスに送信させる(1445、1455、1460)ように構成された少
なくとも1つの命令と
を含む、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１５】
　前記クライアントデバイスに実行させるように構成された前記少なくとも1つの命令が
、
　前記クライアントデバイスを前記IMSサービスに登録することを求める要求を前記IMSネ
ットワークへ前記クライアントデバイスに送信させるように構成された少なくとも1つの
命令と、
　前記送信された要求に応答して、前記クライアントデバイスがデバイス固有のルーティ
ング識別子の第1の組を用いて前記IMSサービスに登録されるという通知を前記クライアン
トデバイスに受信させるように構成された少なくとも1つの命令と
を含み、
　前記通知が、前記IMSサービスを求めて前記1つまたは複数の他のクライアントデバイス
に以前に割り当てられたデバイス固有のルーティング識別子の少なくとも1つの追加の組
の指示をさらに含み、
　前記クライアントデバイスに通信させるように構成された前記少なくとも1つの命令が
、前記1つまたは複数の他のクライアントデバイスに関する前記RCS能力情報を取得するた
めにデバイス固有のルーティング識別子の前記少なくとも1つの追加の組を使用する、
請求項14に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、通信システムにおけるリッチコミュニケーションスイート(RCS:R
ich Communication Suite)能力情報を交換することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ワイヤレス通信システムは、第1世代アナログワイヤレス電話サービス(1G)、第2世代(2
G)デジタルワイヤレス電話サービス(暫定の2.5Gおよび2.75Gネットワークを含む)、第3世
代(3G)および第4世代(4G)高速データ/インターネット対応ワイヤレスサービスを含む、様
々な世代を通じて発展してきた。現在、セルラーシステムおよびパーソナル通信サービス
(PCS)システムを含む、多くの様々なタイプのワイヤレス通信システムが使用されている
。知られているセルラーシステムの例には、セルラーAnalog Advanced Mobile Phone Sys
tem(AMPS)、および、符号分割多元接続(CDMA)、周波数分割多元接続(FDMA)、時分割多元
接続(TDMA)、TDMAのGlobal System for Mobile access(GSM（登録商標）)変形に基づくデ
ジタルセルラーシステム、および、TDMA技術とCDMA技術の両方を使用するより新しいハイ
ブリッドデジタル通信システムがある。
【０００３】
　つい最近、モバイル電話および他のデータ端末の高速データのワイヤレス通信用のワイ
ヤレス通信プロトコルとして、ロングタームエボリューション(LTE)が開発されてきてい
る。LTEは、GSM（登録商標）に基づいており、GSM（登録商標）進化型高速データレート(
EDGE)などの様々なGSM（登録商標）関連のプロトコル、および高速パケットアクセス(HSP
A)などのユニバーサルモバイル通信システム(UMTS)プロトコルからの寄与を含む。
【０００４】
　種々の通信プロトコルを用いるアクセスネットワーク(たとえば、W-CDMA、LTEなどの3G
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PPアクセスネットワーク、またはWiFi、WLANまたは有線LANなどの非3GPPアクセスネット
ワーク)は、事業者(たとえば、Verizon、Sprint、AT&Tなど)によって管理されるIMSネッ
トワークによるインターネットプロトコル(IP)マルチメディアサブシステム(IMS)サービ
スを、通信システムを介してユーザに提供するように構成することができる。IMSサービ
スを要求するためにIMSネットワークにアクセスするユーザは、要求されたIMSサービスを
サポートするための複数の地域アプリケーションサーバまたはアプリケーションサーバク
ラスタ(たとえば、同じクラスタ地域にサービスを提供するアプリケーションサーバ群)の
うちの1つに割り当てられる。
【０００５】
　リッチコミュニケーションスイート(RCS)は、IMSドメインにおいて最近になって開発さ
れたサービスタイプである。RCSによってユーザがその問合せ先にデバイス能力および/ま
たはアプリケーションレベルマルチメディア能力を照会できるようになり、それにより、
クライアントデバイスが、そのアドレス帳内の問合せ先の能力をリアルタイムで更新する
ことができ、それにより、問合せ先のリアルタイム能力に基づいて、ボイスオーバLTE(Vo
LTE)、ビデオ通話、インスタントメッセージング(IM)、ファイルまたは画像共有などの「
リッチコミュニケーション」を可能にする。現在のRCS規格では、ユーザ機器(UE)(または
、クライアントデバイス)が、ターゲットUEのUE特有RCS能力を要求するために、1つまた
は複数のターゲットUEにUE-UE間(または、ピアツーピア)セッション開始プロトコル(SIP:
Session Initiation Protocol)OPTIONSメッセージを送る。SIP OPTIONSメッセージは、送
信側UEのRCS能力を含み、SIP OPTIONSメッセージは、ターゲットUEに、ターゲットUEのRC
S能力を指示するSIP 200 OKメッセージをもって、SIP OPTIONSメッセージに応答するよう
に促す。したがって、SIP OPTIONSメッセージおよびSIP 200 OKメッセージの交換は、ピ
アツーピアハンドシェイキングプロセスであり、そのプロセスはIMSネットワークによっ
て仲介され、そのプロセスによって、両方の終点が他方の終点のためのそれぞれのRCS能
力を更新する。
【０００６】
　たとえば、UE1がIMSネットワークを介してUE2にSIP OPTIONSメッセージを送ることがで
き、そのメッセージは、UE1のRCS能力を指示し、UE2のRCS能力の指示をもってUE1に応答
するようにUE2に要求し、UE1はIMSネットワークを介してUE3にSIP OPTIONSメッセージを
送ることができ、そのメッセージは、UE1のRCS能力を指示し、UE3のRCS能力の指示をもっ
てUE1に応答するようにUE3に要求し、他も同様である。その際、UE2は、UE1からのSIP OP
TIONSメッセージに対して、UE2のRCS能力を指示するSIP 200 OKメッセージをもって応答
し、UE3は、UE1からのSIP OPTIONSメッセージに対して、UE3のRCS能力を指示するSIP 200
 OKメッセージをもって応答し、他も同様である。
【０００７】
　現在のIMS規格では、様々なUE(たとえば、セルフォン、タブレットコンピュータ、デス
クトップコンピュータなど)は、IMSサービスを求めて同じユーザに登録され得る。しかし
ながら、現在のIMS規格では、別のUEと同じユーザに登録されたUEは、他のUEを一意にア
ドレス指定するための連絡先情報を必ずしも有するとは限らない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　一実施形態では、第1のユーザに関連付けられたクライアントデバイスは、インターネ
ットプロトコル(IP)マルチメディアサブシステム(IMS)サービスを求めて第1のユーザにク
ライアントデバイスを登録するためにIMSネットワークを用いて登録プロシージャを実行
する。クライアントデバイスは、1つまたは複数の他のクライアントデバイスに関するリ
ッチコミュニケーションスイート(RCS)能力情報を取得するためにIMSサービスを求めて第
1のユーザに同様に登録された1つまたは複数の他のクライアントデバイスと(たとえば、G
RUUを介して)通信する。クライアントデバイスは、クライアントデバイスのRCS能力情報
を報告することを求める要求(たとえば、SIP OPTIONSメッセージ)を受信し、次いで、そ
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の受信した要求に応答して、(i)そのクライアントデバイスのRCS能力情報と(ii)1つまた
は複数の他のクライアントデバイスに関するRCS能力情報の両方を示すメッセージ(たとえ
ば、SIP 200 OKメッセージ)を送信する。
【０００９】
　本発明の実施形態のより完全な理解、およびその付随する利点の多くは、以下の詳細な
説明を添付の図面と併せ読んでよりよく理解すると、容易に得られる。添付の図面は、単
に説明のために提示されているにすぎず、本発明を限定するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態によるワイヤレス通信システムのハイレベルシステムアーキ
テクチャを示す図である。
【図２Ａ】本発明の一実施形態による、無線アクセスネットワーク(RAN)、および1xEV-DO
ネットワーク用のコアネットワークのパケット交換部分の例示的な構成を示す図である。
【図２Ｂ】本発明の一実施形態による、RAN、および3G UMTS W-CDMA(登録商標)システム
内の汎用パケット無線サービス(GPRS)コアネットワークのパケット交換部分の例示的な構
成を示す図である。
【図２Ｃ】本発明の一実施形態による、RAN、および3G UMTS W-CDMA(登録商標)システム
内のGPRSコアネットワークのパケット交換部分の別の例示的な構成を示す図である。
【図２Ｄ】本発明の一実施形態による、RAN、および進化型パケットシステム(EPS:Evolve
d Packet System)またはロングタームエボリューション(LTE)ネットワークに基づくコア
ネットワークのパケット交換部分の例示的な構成を示す図である。
【図２Ｅ】本発明の一実施形態による、EPSまたはLTEネットワークに接続された拡張型高
速パケットデータ(HRPD)RAN、およびまたHRPDコアネットワークのパケット交換部分の例
示的な構成を示す図である。
【図３】本発明の実施形態によるユーザ機器(UE)の例を示す図である。
【図４】本発明の一実施形態による、機能を実行するように構成された論理を含む通信デ
バイスを示す図である。
【図５】本発明の一実施形態によるサーバを示す図である。
【図６】本発明の一実施形態による、インターネットプロトコル(IP)マルチメディアサブ
システム(IMS)セッションアーキテクチャの一例を示す図である。
【図７】複数のクライアントデバイスを同じユーザに登録する従来のIMSサービス登録プ
ロシージャを示す図である。
【図８】本発明の一実施形態による、複数のクライアントデバイスを同じユーザに登録す
るIMSサービス登録プロシージャを示す図である。
【図９】本発明の一実施形態による、図8のプロセスの代替実装形態を示す図である。
【図１０】本発明の一実施形態による、図8のプロセスの別の代替実装形態を示す図であ
る。
【図１１】IMSベースのフォーキングを介してリッチコミュニケーションスイート(RCS)能
力情報を発見する従来のプロセスを示す図である。
【図１２】サーバベースのフォーキングを介してRCS能力情報を発見する従来のプロセス
を示す図である。
【図１３】本発明の一実施形態による、同じユーザに登録されたUE間でRCS能力情報がど
のように共有され得るかの一例を示す図である。
【図１４】本発明の一実施形態による、IMSベースのフォーキングを介してRCS能力情報を
発見するプロセスを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の特定の実施形態を対象とする以下の説明および関連する図面において、本発明
の態様が開示される。本発明の範囲から逸脱することなく、代替の実施形態が考案され得
る。さらに、本発明の関連する詳細を不明瞭にしないように、本発明のよく知られている
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要素は詳細に説明されないか、または省略される。
【００１２】
　「例示的」および/または「例」という言葉は、本明細書では「例、事例、または例示
として機能すること」を意味するために使用される。本明細書で「例示的」および/また
は「例」として説明するいかなる実施形態も、必ずしも他の実施形態よりも好ましいまた
は有利であると解釈されるべきではない。同様に、「本発明の実施形態」という用語は、
本発明のすべての実施形態が、論じられた特徴、利点、または動作モードを含むことを必
要としない。
【００１３】
　さらに、多くの実施形態について、たとえばコンピューティングデバイスの要素によっ
て実行されるべき、一連の動作に関して説明する。本明細書で説明する様々な動作は、特
定の回路(たとえば、特定用途向け集積回路(ASIC))によって、1つもしくは複数のプロセ
ッサによって実行されるプログラム命令によって、または両方の組合せによって実施され
得ることを認識されよう。加えて、本明細書で説明するこれらの一連の動作は、実行時に
、関連するプロセッサに本明細書で説明する機能を実施させるコンピュータ命令の対応す
るセットを記憶した、任意の形式のコンピュータ可読記憶媒体内で完全に具現化されるも
のと見なされ得る。したがって、本発明の様々な態様は、請求する主題の範囲内にすべて
入ることが企図されているいくつかの異なる形式で具現化され得る。さらに、本明細書で
説明する実施形態ごとに、任意のそのような実施形態の対応する形式について、本明細書
では、たとえば、記載の動作を実行する「ように構成された論理」として説明することが
ある。
【００１４】
　本明細書ではユーザ機器(UE)と呼ばれるクライアントデバイスは、モバイルであるか、
または固定されている可能性があり、無線アクセスネットワーク(RAN)と通信し得る。本
明細書で使用する「UE」という用語は、「アクセス端末」または「AT」、「ワイヤレスデ
バイス」、「加入者デバイス」、「加入者端末」、「加入者局」、「ユーザ端末」または
「UT」、「モバイル端末」、「移動局」、およびそれらの変形形態と互換的に参照され得
る。一般に、UEは、RANを介してコアネットワークと通信する可能性があり、コアネット
ワークを介してインターネットなどの外部ネットワークに接続され得る。当然、UEには、
有線アクセスネットワーク、(たとえば、IEEE 802.11などに基づく)WiFiネットワークな
どの、コアネットワークおよび/またはインターネットに接続する他の機構も考えられる
。UEは、限定はしないが、PCカード、コンパクトフラッシュ（登録商標）デバイス、外付
けもしくは内蔵のモデム、またはワイヤレスもしくは有線の電話などを含むいくつかのタ
イプのデバイスのうちの任意のものによって具体化され得る。UEが信号をRANに送信し得
る通信リンクは、アップリンクチャネル(たとえば、逆方向トラフィックチャネル、逆方
向制御チャネル、アクセスチャネルなど)と呼ばれる。RANが信号をUEに送信し得る通信リ
ンクは、ダウンリンクチャネルまたは順方向リンクチャネル(たとえば、ページングチャ
ネル、制御チャネル、ブロードキャストチャネル、順方向トラフィックチャネルなど)と
呼ばれる。本明細書で使用される場合、トラフィックチャネル(TCH)という用語は、アッ
プリンク/逆方向トラフィックチャネル、またはダウンリンク/順方向トラフィックチャネ
ルのいずれかを指し得る。
【００１５】
　図1は、本発明の一実施形態によるワイヤレス通信システム100のハイレベルシステムア
ーキテクチャを示す。ワイヤレス通信システム100はUE1...Nを含む。UE1...Nは、携帯電
話、携帯情報端末(PDA)、ページャ、ラップトップコンピュータ、デスクトップコンピュ
ータなどを含み得る。たとえば、図1において、UE1...2は発呼側携帯電話として示され、
UE3...5はタッチスクリーン携帯電話またはスマートフォンとして示され、UENはデスクト
ップコンピュータまたはPCとして示されている。
【００１６】
　図1を参照すると、UE1...Nは、図1にエアインターフェース104、106、108および/また



(8) JP 6505706 B2 2019.4.24

10

20

30

40

50

は直接有線接続として示されている物理通信インターフェースまたはレイヤを介してアク
セスネットワーク(たとえば、RAN120、アクセスポイント125など)と通信するように構成
される。エアインターフェース104および106は、所与のセルラー通信プロトコル(たとえ
ば、CDMA、EVDO、eHRPD、GSM(登録商標)、EDGE、W-CDMA(登録商標)、LTEなど)に準拠し得
るが、エアインターフェース108は、ワイヤレスIPプロトコル(たとえば、IEEE802.11)に
準拠し得る。RAN120は、エアインターフェース104および106などのエアインターフェース
を介してUEにサービスする複数のアクセスポイントを含む。RAN120内のアクセスポイント
は、アクセスノードまたはAN、アクセスポイントまたはAP、基地局またはBS、ノードB、e
ノードBなどと呼ばれ得る。これらのアクセスポイントは、地上アクセスポイント(もしく
は地上局)または衛星アクセスポイントであり得る。RAN120は、RAN120によってサービス
されるUEとRAN120または異なるRANによってサービスされる他のUEとの間の回線交換(CS)
呼を完全にブリッジングすることを含む様々な機能を実行することができ、かつインター
ネット175などの外部ネットワークとのパケット交換(PS)データの交換を仲介することも
できるコアネットワーク140に接続するように構成される。インターネット175は、いくつ
かのルーティングエージェントおよび処理エージェント(便宜上図1には示されていない)
を含む。図1において、UENはインターネット175に直接接続する(すなわち、WiFiまたは80
2.11ベースネットワークのイーサネット(登録商標)接続を介するなど、コアネットワーク
140から分離される)ように示されている。それによって、インターネット175は、コアネ
ットワーク140を介してUENとUE1...Nとの間のパケット交換データ通信をブリッジングす
るように機能し得る。図1には、RAN120から分離されたアクセスポイント125も示されてい
る。アクセスポイント125は、コアネットワーク140とは無関係に(たとえば、FiOS、ケー
ブルモデムなどの光通信システムを介して)インターネット175に接続され得る。エアイン
ターフェース108は、一例ではIEEE 802.11などのローカルワイヤレス接続を介してUE4ま
たはUE5にサービスし得る。UENは、一例では(たとえば、有線接続性とワイヤレス接続性
の両方を有するWiFiルータ用の)アクセスポイント125自体に相当する可能性があるモデム
またはルータとの直接接続などのインターネット175との有線接続を含むデスクトップコ
ンピュータとして示されている。
【００１７】
　図1を参照すると、アプリケーションサーバ170は、インターネット175、コアネットワ
ーク140、またはその両方に接続されるように示されている。アプリケーションサーバ170
は、構造的に分離された複数のサーバとして実装され得るか、または代替として単一のサ
ーバに相当し得る。以下により詳しく説明するように、アプリケーションサーバ170は、
コアネットワーク140および/またはインターネット175を介してアプリケーションサーバ1
70に接続することのできるUEについて1つまたは複数の通信サービス(たとえば、Voice-ov
er-Internet Protocol(VoIP)セッション、Push-to-Talk(PTT)セッション、グループ通信
セッション、ソーシャルネットワーキングサービスなど)をサポートするように構成され
る。
【００１８】
　ワイヤレス通信システム100をより詳細に説明するのを助けるために、RAN120およびコ
アネットワーク140に関するプロトコル固有の実装形態の例を図2A～図2Dに関して以下に
提供する。詳細には、RAN120およびコアネットワーク140の構成要素は、パケット交換(PS
)通信をサポートすることに関連する構成要素に対応し、従来の回線交換(CS)構成要素も
これらのネットワーク内に存在し得るが、図2A～図2Dには、いずれの従来のCS固有の構成
要素も明示的に示さない。
【００１９】
　図2Aは、本発明の一実施形態による、RAN120、およびCDMA2000 1xエボリューションデ
ータオプティマイズド(EV-DO)ネットワークにおけるパケット交換通信用のコアネットワ
ーク140の例示的な構成を示す。図2Aを参照すると、RAN120は、有線バックホールインタ
ーフェースを介して基地局コントローラ(BSC)215Aに結合される複数の基地局(BS)200A、2
05A、および210Aを含む。単一のBSCによって制御されるBSのグループは、サブネットと総
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称される。当業者なら諒解するように、RAN120は、複数のBSCおよびサブネットを含むこ
とができるが、便宜上、図2Aには単一のBSCを示す。BSC215Aは、コアネットワーク140内
でA9接続を介してパケット制御機能(PCF)220Aと通信する。PCF220Aは、パケットデータに
関連するBSC215Aのためのいくつかの処理機能を実行する。PCF220Aは、コアネットワーク
140内でA11接続を介してパケットデータサービングノード(PDSN)225Aと通信する。PDSN22
5Aは、ポイントツーポイント(PPP)セッションを管理すること、ホームエージェント(HA)
および/または外部エージェント(FA)として機能することを含む様々な機能を有し、(以下
でより詳細に説明するように)GSM(登録商標)ネットワークおよびUMTSネットワークにおけ
るゲートウェイ汎用パケット無線サービス(GPRS)サポートノード(GGSN)と機能的に同様で
ある。PDSN225Aは、コアネットワーク140をインターネット175などの外部IPネットワーク
に接続する。
【００２０】
　図2Bは、本発明の一実施形態による、RAN120、および3G UMTS W-CDMA(登録商標)システ
ム内のGPRSコアネットワークとして構成されたコアネットワーク140のパケット交換部分
の例示的な構成を示す。図2Bを参照すると、RAN120は、有線バックホールインターフェー
スを介して無線ネットワークコントローラ(RNC)215Bに結合される複数のノードB 200B、2
05B、および210Bを含む。1xEV-DOネットワークと同様に、単一のRNCによって制御される
ノードBのグループは、サブネットと総称される。当業者なら諒解するように、RAN120は
、複数のRNCおよびサブネットを含むことができるが、便宜上、図2Bには単一のRNCを示す
。RNC215Bは、コアネットワーク140内のサービングGRPSサポートノード(SGSN)220Bと、RA
N120によってサービスされるUEとの間で、シグナリングし、ベアラチャネル(すなわち、
データチャネル)を確立し、それを切断することを担う。また、リンクレイヤ暗号化が可
能な場合、RNC215Bは、エアインターフェースを介する送信のためにコンテンツをRAN120
に転送する前に、コンテンツを暗号化する。RNC215Bの機能は、当技術分野でよく知られ
ており、簡潔にするためこれ以上は説明しない。
【００２１】
　図2Bでは、コアネットワーク140は、上述のSGSN220B(およびいくつかの他のSGSNも含む
可能性がある)およびGGSN225Bを含む。一般に、GPRSは、IPパケットをルーティングする
ための、GSM(登録商標)に使用されるプロトコルである。GPRSコアネットワーク(たとえば
、GGSN225Bおよび1つまたは複数のSGSN220B)は、GPRSシステムの中心部分であり、W-CDMA
(登録商標)ベースの3Gアクセスネットワークのサポートも提供する。GPRSコアネットワー
クは、GSM(登録商標)およびW-CDMA(登録商標)ネットワークにおけるIPパケットサービス
のモビリティ管理、セッション管理、およびトランスポートを提供する、GSM(登録商標)
コアネットワーク(すなわち、コアネットワーク140)の一体化された部分である。
【００２２】
　GPRSトンネリングプロトコル(GTP)は、GPRSコアネットワークを特徴付けるIPプロトコ
ルである。GTPは、GGSN225Bにおいて、1つの位置からインターネット175に接続し続けて
いるかのようにしながら、GSM(登録商標)またはW-CDMA(登録商標)ネットワークのエンド
ユーザ(たとえば、UE)が方々に移動することを可能にするプロトコルである。これは、UE
の現在のSGSN220Bから、それぞれのUEのセッションを処理しているGGSN225Bにそれぞれの
UEのデータを転送することによって達成される。
【００２３】
　GTPの3つの形態、すなわち(i)GTP-U、(ii)GTP-C、および(iii)GTP'(GTP Prime)がGPRS
コアネットワークによって使用される。GTP-Uは、パケットデータプロトコル(PDP)コンテ
キストごとに分離されたトンネルでのユーザデータの転送に使用される。GTP-Cは、制御
シグナリング(たとえば、PDPコンテキストのセットアップおよび削除、GSN到達可能性の
検証、加入者があるSGSNから別のSGSNに移動した場合などの更新または変更など)に使用
される。GTP'は、GSNから課金機能への課金データの転送に使用される。
【００２４】
　図2Bを参照すると、GGSN225Bは、GPRSバックボーンネットワーク(図示せず)とインター
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ネット175との間のインターフェースとして機能する。GGSN225Bは、関連するパケットデ
ータプロトコル(PDP)形式(たとえば、IPまたはPPP)のパケットデータを、SGSN220Bから来
るGPRSパケットから抽出し、対応するパケットデータネットワーク上でパケットを送出す
る。反対方向において、着信データパケットは、GGSNによってSGSN220Bに接続されたUEに
向けられ、SGSN220Bは、RAN120によってサービスされるターゲットUEの無線アクセスベア
ラ(RAB)を管理および制御する。それによって、GGSN225Bは、ターゲットUEの現在のSGSN
アドレスおよびその関連のプロファイルをロケーションレジスタ(たとえば、PDPコンテキ
スト内)に記憶する。GGSN225Bは、IPアドレス割当てを担い、接続されたUEのデフォルト
のルータである。また、GGSN225Bは、認証および課金機能を実行する。
【００２５】
　一例では、SGSN220Bは、コアネットワーク140内の多くのSGSNのうちの1つの代表である
。各SGSNは、関連する地理的サービスエリア内で、UEとの間でのデータパケットの配信を
担う。SGSN220Bのタスクには、パケットルーティングおよび転送、モビリティ管理(たと
えば、接続/切断およびロケーション管理)、論理リンク管理、ならびに認証機能および課
金機能が含まれる。SGSN220Bのロケーションレジスタは、位置情報(たとえば、現在のセ
ル、現在のVLR)、および、SGSN220Bに登録されたすべてのGPRSユーザのユーザプロファイ
ル(たとえば、パケットデータネットワークで使用されるIMSI、PDPアドレス)を、たとえ
ばユーザまたはUEごとに1つまたは複数のPDPコンテキスト内に記憶する。したがって、SG
SN220Bは、(i)GGSN225BからのダウンリンクGTPパケットの逆トンネリング、(ii)GGSN225B
に向かうIPパケットのアップリンクトンネリング、(iii)UEがSGSNサービスエリアの間を
移動するときのモビリティ管理の実行、(iv)モバイル加入者の支払い請求を担う。当業者
が諒解するように、(i)～(iv)の他に、GSM(登録商標)/EDGEネットワークのために構成さ
れたSGSNは、W-CDMA(登録商標)ネットワークのために構成されたSGSNと比較して、わずか
に異なる機能を有する。
【００２６】
　RAN120(または、たとえば、UMTSシステムアーキテクチャにおけるUTRAN)は、Radio Acc
ess Network Application Part(RANAP)プロトコルを介して、SGSN220Bと通信する。RANAP
は、Iuインターフェース(Iu-ps)を介して、フレームリレーまたはIPなどの伝送プロトコ
ルとともに動作する。SGSN220Bは、SGSN220Bおよび他のSGSN(図示せず)と内部のGGSN(図
示せず)との間のIPベースのインターフェースであり、上記で定義されたGTPプロトコル(
たとえば、GTP-U、GTP-C、GTP'など)を使用する、Gnインターフェースを介してGGSN225B
と通信する。図2Bの実施形態では、SGSN220BとGGSN225Bとの間のGnは、GTP-CとGTP-Uの両
方を搬送する。図2Bには示されないが、Gnインターフェースは、ドメイン名システム(DNS
)によっても使用される。GGSN225Bは、公衆データネットワーク(PDN)(図示せず)に、次に
インターネット175に、IPプロトコルによるGiインターフェースを介して直接、またはワ
イヤレスアプリケーションプロトコル(WAP)ゲートウェイを介して接続される。
【００２７】
　図2Cは、本発明の一実施形態による、RAN120、および3G UMTS W-CDMA(登録商標)システ
ム内のGPRSコアネットワークとして構成されたコアネットワーク140のパケット交換部分
の別の例示的な構成を示す。図2Bと同様に、コアネットワーク140は、SGSN220BおよびGGS
N225Bを含む。しかしながら、図2Cでは、ダイレクトトンネルは、SGSN220Bが、PSドメイ
ン内のRAN120とGGSN225Bとの間のダイレクトユーザプレーントンネル、GTP-Uを確立する
ことを可能にする、Iuモードにおける任意選択の機能である。図2CのSGSN220Bなどのダイ
レクトトンネル対応SGSNは、SGSN220Bがダイレクトユーザプレーン接続を使用できるかど
うかにかかわらず、GGSN単位およびRNC単位で構成され得る。図2CのSGSN220Bは、制御プ
レーンシグナリングを処理し、ダイレクトトンネルをいつ確立するべきかの決定を行う。
PDPコンテキストに割り当てられたRABが解放される(すなわち、PDPコンテキストが保たれ
る)とき、ダウンリンクパケットの処理を可能にするために、GGSN225BとSGSN220Bとの間
にGTP-Uトンネルが確立される。
【００２８】
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　図2Dは、本発明の一実施形態による、RAN120、および進化型パケットシステム(EPS)ま
たはLTEネットワークに基づくコアネットワーク140のパケット交換部分の例示的な構成を
示す。図2Dを参照すると、図2B～図2Cに示すRAN120と異なり、EPS/LTEネットワーク内のR
AN120は、図2B～図2CのRNC215Bなしに、複数の発展型ノードB(EノードBまたはeNB)200D、
205D、および210Dとともに構成される。これは、EPS/LTEネットワーク内のEノードBは、
コアネットワーク140と通信するためにRAN120内に別個のコントローラ(すなわち、RNC215
B)を必要としないからである。言い換えれば、図2B～図2CのRNC215Bの機能のいくつかは
、図2DのRAN120のそれぞれのeノードBに内蔵される。
【００２９】
　図2Dでは、コアネットワーク140は、複数のモビリティ管理エンティティ(MME)215Dおよ
び220D、ホーム加入者サーバ(HSS)225D、サービングゲートウェイ(S-GW)230D、パケット
データネットワークゲートウェイ(P-GW)235D、ならびにポリシーおよび課金ルール機能(P
CRF)240Dを含む。これらの構成要素、RAN120、およびインターネット175間のネットワー
クインターフェースは、図2Dに示され、(下記の)Table 1(表1)に次のように定義される。
【００３０】
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【表１】

【００３１】
　ここで、図2DのRAN120およびコアネットワーク140に示される構成要素のハイレベル記
述について説明する。しかしながら、これらの構成要素は各々、様々な3GPP TS規格によ
り当技術分野でよく知られており、本明細書に含まれる記述は、これらの構成要素によっ
て実行されるすべての機能の網羅的な記述となることを意図しない。
【００３２】
　図2Dを参照すると、MME215Dおよび220Dは、EPSベアラの制御プレーンシグナリングを管
理するように構成される。MME機能は、非アクセス層(NAS)シグナリング、NASシグナリン
グセキュリティ、インター技術ハンドオーバおよびイントラ技術ハンドオーバのモビリテ
ィ管理、P-GWおよびS-GW選択、ならびにMME変更を伴うハンドオーバに関するMME選択を含
む。
【００３３】
　図2Dを参照すると、S-GW230Dは、RAN120の方へのインターフェースの終端にあるゲート
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ウェイである。EPSベースのシステムのコアネットワーク140に関連するUEごとに、所与の
時点において単一のS-GWが存在する。GTPベースおよびプロキシモバイルIPv6(PMIP)ベー
スの両S5/S8に関して、S-GW230Dの機能は、モビリティアンカーポイント、パケットルー
ティングおよび転送、ならびに関連のEPSベアラのQoSクラス識別子(QCI)に基づくDiffSer
v Code Point(DSCP)の設定を含む。
【００３４】
　図2Dを参照すると、P-GW235Dは、パケットデータネットワーク(PDN)、たとえばインタ
ーネット175の方へのSGiインターフェースの終端にあるゲートウェイである。UEが複数の
PDNにアクセスしている場合、そのUEのために2つ以上のP-GWが存在し得るが、S5/S8接続
とGn/Gp接続との混合は、通常、そのUEに関して同時にサポートされない。P-GW機能は、G
TPベースの両S5/S8に関して、(ディープパケット検査による)パケットフィルタリング、U
E IPアドレス割当て、関連のEPSベアラのQCIに基づくDSCPの設定、オペレータ間の課金の
ためのアカウンティング、3GPP TS23.203に定義されたアップリンク(UL)およびダウンリ
ンク(DL)ベアラバインディング、3GPP TS23.203に定義されたULベアラバインディング検
証を含む。P-GW235Dは、E-UTRAN、GSM(登録商標)/EDGE無線アクセスネットワーク(GERAN)
、またはUTRANのいずれかを使用して、GERAN/UTRAN専用UEとE-UTRAN対応UEの両方へのPDN
接続を提供する。P-GW235Dは、E-UTRANを使用してS5/S8インターフェースのみを介してE-
UTRAN対応UEへのPDN接続を提供する。
【００３５】
　図2Dを参照すると、PCRF240Dは、EPSベースのコアネットワーク140のポリシーおよび課
金制御要素である。非ローミングシナリオでは、UEのインターネットプロトコル接続アク
セスネットワーク(IP-CAN)セッションに関連するHPLMN内に単一のPCRFが存在する。PCRF
は、RxインターフェースおよびGxインターフェースの終端にある。トラフィックのローカ
ルブレークアウトを伴うローミングシナリオでは、UEのIP-CANセッションに関連する2つ
のPCRFが存在し得る。ホームPCRF(H-PCRF)は、HPLMN内に存在するPCRFであり、訪問先PCR
F(V-PCRF)は、訪問先VPLMN内に存在するPCRFである。PCRFは、3GPP TS23.203により詳細
に記載されており、したがって、簡潔のためにさらに説明しない。図2Dでは、アプリケー
ションサーバ170(たとえば、3GPP専門用語においてAFと呼ばれ得る)は、インターネット1
75を介してコアネットワーク140に、または代替としてRxインターフェースを介して直接P
CRF240Dに接続されるように示される。一般に、アプリケーションサーバ170(すなわちAF)
は、コアネットワークによりIPベアラリソース(たとえば、UMTS PSドメイン/GPRSドメイ
ンリソース/LTE PSデータサービス)を使用するアプリケーションを提供する要素である。
アプリケーション機能の一例は、IPマルチメディアサブシステム(IMS)コアネットワーク
サブシステムのプロキシ呼セッション制御機能(P-CSCF)である。AFは、PCRF240Dにセッシ
ョン情報を提供するためにRx参照点を使用する。セルラーネットワークを介してIPデータ
サービスを提供する他のいかなるアプリケーションサーバも、Rx参照点を介してPCRF240D
に接続され得る。
【００３６】
　図2Eは、本発明の一実施形態による、EPSまたはLTEネットワーク140Aに接続された拡張
型高速パケットデータ(HRPD)RANとして構成されたRAN120、およびまたHRPDコアネットワ
ーク140Bのパケット交換部分の一例を示す。コアネットワーク140Aは、図2Dに関して上記
で説明したコアネットワークと同様に、EPSまたはLTEコアネットワークである。
【００３７】
　図2Eでは、eHRPD RANは、拡張型BSC(eBSC)および拡張型PCF(ePCF)215Eに接続された、
複数のトランシーバ基地局(BTS)200E、205E、および210Eを含む。eBSC/ePCF215Eは、S101
インターフェースを介してEPSコアネットワーク140A内のMME215Dまたは220Dのうちの1つ
に接続し、EPSコアネットワーク140A内の他のエンティティとインターフェースするため
のA10および/またはA11インターフェースを介してHRPDサービングゲートウェイ(HSGW)220
Eに(たとえば、S103インターフェースを介してS-GW230Dに、S2aインターフェースを介し
てP-GW235Dに、Gxaインターフェースを介してPCRF240Dに、STaインターフェースを介して
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3GPP AAAサーバ(図2Dには明示的に示さず)に、など)接続し得る。HSGW220Eは、HRPDネッ
トワークとEPS/LTEネットワークとの間に相互動作を提供するために3GPP2に定義される。
諒解されるように、eHRPD RANおよびHSGW 220Eは、従来のHRPDネットワークで利用可能で
ないEPC/LTEネットワークへのインターフェース機能で構成される。
【００３８】
　再びeHRPD RANを参照すると、EPS/LTEネットワーク140Aとのインターフェースに加えて
、eHRPD RANは、HRPDネットワーク140Bなどの従来のHRPDネットワークとインターフェー
スすることもできる。諒解されるように、HRPDネットワーク140Bは、図2AのEV-DOネット
ワークなどの従来のHRPDネットワークの例示的な実装形態である。たとえば、eBSC/ePCF2
15Eは、A12インターフェースを介して認証、許可、およびアカウンティング(AAA)サーバ2
25Eと、A10またはA11インターフェースを介してPDSN/FA230Eとインターフェースすること
ができる。PDSN/FA230Eは、次に、HA235Eに接続し、それによって、インターネット175に
アクセスし得る。図2Eでは、いくつかのインターフェース(たとえば、A13、A16、H1、H2
など)が明示的に記載されていないが、完全に示されており、HRPDまたはeHRPDに精通して
いる当業者には理解されよう。
【００３９】
　図2B～図2Eを参照すると、LTEコアネットワーク(たとえば、図2D)、ならびにeHRPD RAN
およびHSGWとインターフェースするHRPDコアネットワーク(たとえば、図2E)は、場合によ
っては、(たとえば、P-GW、GGSN、SGSNなどによって)ネットワーク主導型サービス品質(Q
oS)をサポートし得ることが諒解されよう。
【００４０】
　図3は、本発明の実施形態によるUEの例を示す。図3を参照すると、UE300Aは発呼側電話
として示され、UE300Bはタッチスクリーンデバイス(たとえば、スマートフォン、タブレ
ットコンピュータなど)として示されている。図3に示すように、UE300Aの外部ケーシング
は、当技術分野で知られているように、特に、アンテナ305A、ディスプレイ310A、少なく
とも1つのボタン315A(たとえば、PTTボタン、電源ボタン、音量調節ボタンなど)、キーパ
ッド320Aなどの構成要素で構成される。また、UE300Bの外部ケーシングは、当技術分野で
知られているように、特に、タッチスクリーンディスプレイ305B、周辺ボタン310B、315B
、320B、および325B(たとえば、電力制御ボタン、音量または振動制御ボタン、飛行機モ
ードトグルボタンなど)、少なくとも1つのフロントパネルボタン330B(たとえば、Homeボ
タンなど)などの構成要素で構成される。UE300Bの一部として明示的に示されてはいない
が、UE300Bは、限定はしないが、WiFiアンテナ、携帯アンテナ、衛星位置システム(SPS)
アンテナ(たとえば全地球測位システム(GPS)アンテナ)などを含む1つもしくは複数の外部
アンテナおよび/またはUE300Bの外部ケーシングに内蔵された1つもしくは複数の集積アン
テナを含み得る。
【００４１】
　UE300AおよびUE300BなどのUEの内部構成要素は、それぞれに異なるハードウェア構成に
よって具体化され得るが、内部ハードウェア構成要素のための基本的なハイレベルUE構成
は図3にプラットフォーム302として示されている。プラットフォーム302は、最終的にコ
アネットワーク140、インターネット175、ならびに/または他のリモートサーバおよびネ
ットワーク(たとえば、アプリケーションサーバ170、ウェブURLなど)から得ることのでき
るRAN120から送信されたソフトウェアアプリケーション、データ、および/またはコマン
ドを受信し実行し得る。プラットフォーム302は、ローカルに記憶されたアプリケーショ
ンをRAN対話なしに独立して実行することもできる。プラットフォーム302は、特定用途向
け集積回路(ASIC)308もしくは他のプロセッサ、マイクロプロセッサ、論理回路、または
他のデータ処理デバイスに動作可能に結合されたトランシーバ306を含み得る。ASIC308ま
たは他のプロセッサは、ワイヤレスデバイスのメモリ312中の任意の常駐プログラムとイ
ンターフェースするアプリケーションプログラミングインターフェース(API)310レイヤを
実行する。メモリ312は、読取り専用またはランダムアクセスメモリ(RAMおよびROM)、EEP
ROM、フラッシュカード、またはコンピュータプラットフォームに共通の任意のメモリか
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ら構成され得る。プラットフォーム302は、メモリ312中でアクティブに使用されないアプ
リケーションおよび他のデータを記憶し得るローカルデータベース314も含み得る。ロー
カルデータベース314は、一般的にフラッシュメモリセルであるが、磁気媒体、EEPROM、
光学媒体、テープ、ソフトまたはハードディスクなどの、当技術分野で知られている任意
の二次記憶デバイスであり得る。
【００４２】
　したがって、本発明の一実施形態は、本明細書で説明する機能を実行する能力を含むUE
(たとえば、UE300A、300Bなど)を含み得る。当業者が諒解するように、様々な論理要素は
、本明細書で開示する機能を達成するために、個別の要素、プロセッサ上で実行されるソ
フトウェアモジュール、またはソフトウェアとハードウェアとの任意の組合せで具体化さ
れ得る。たとえば、ASIC308、メモリ312、API310およびローカルデータベース314をすべ
て協働的に使用して、本明細書で開示する様々な機能をロード、記憶および実行し得、し
たがって、これらの機能を実行する論理を様々な要素に分散し得る。代替として、機能は
1つの個別構成要素に組み込まれ得る。したがって、図3のUE300Aおよび300Bの特徴は例示
的なものにすぎないと見なすべきであり、本発明は図示の特徴または構成に制限されない
。
【００４３】
　UE300Aおよび/または300BとRAN120との間のワイヤレス通信は、CDMA、W-CDMA(登録商標
)、時分割多元接続(TDMA)、周波数分割多元接続(FDMA)、直交周波数分割多重化(OFDM)、G
SM(登録商標)、またはワイヤレス通信ネットワークもしくはデータ通信ネットワークで使
用され得る他のプロトコルなどの、様々な技術に基づき得る。上記で説明され、当技術分
野で知られているように、音声送信、および/またはデータは、様々なネットワークおよ
び構成を使用してRANからUEに送信され得る。したがって、本明細書で提供する例は、本
発明の実施形態を限定するためのものではなく、単に本発明の実施形態の態様の説明を助
けるためのものにすぎない。
【００４４】
　図4は、機能を実行するように構成された論理を含む通信デバイス400を示す。通信デバ
イス400は、限定はしないが、UE300Aもしくは300B、RAN120の任意の構成要素(たとえば、
BS200A～210A、BSC215A、ノードB200B～210B、RNC215B、eノードB200D～210Dなど)、コア
ネットワーク140の任意の構成要素(たとえば、PCF220A、PDSN225A、SGSN220B、GGSN225B
、MME215Dもしくは220D、HSS225D、S-GW230D、P-GW235D、PCRF240D)、コアネットワーク1
40に結合される任意の構成要素、および/またはインターネット175(たとえば、アプリケ
ーションサーバ170)などを含む、上述の通信デバイスのうちのいずれかに対応し得る。し
たがって、通信デバイス400は、図1のワイヤレス通信システム100を介して1つまたは複数
の他のエンティティと通信する(または通信を容易にする)ように構成された任意の電子デ
バイスに対応し得る。
【００４５】
　図4を参照すると、通信デバイス400は、情報を受信および/または送信するように構成
された論理405を含む。一例では、通信デバイス400がワイヤレス通信デバイス(たとえば
、UE300Aまたは300B、BS200A～210Aのうちの1つ、ノードB200B～210Bのうちの1つ、eノー
ドB200D～210Dのうちの1つなど)に対応する場合、情報を受信および/または送信するよう
に構成された論理405は、ワイヤレストランシーバおよび関連のハードウェア(たとえば、
RFアンテナ、モデム、変調器および/または復調器など)などのワイヤレス通信インターフ
ェース(たとえば、Bluetooth(登録商標)、WiFi、2G、CDMA、W-CDMA(登録商標)、3G、4G、
LTEなど)を含み得る。別の例では、情報を受信および/または送信するように構成された
論理405は、有線通信インターフェース(たとえば、インターネット175にアクセスし得る
シリアル接続、USBまたはファイアワイヤ接続、イーサネット(登録商標)接続など)に対応
し得る。したがって、通信デバイス400が、何らかのタイプのネットワークベースのサー
バ(たとえば、PDSN、SGSN、GGSN、S-GW、P-GW、MME、HSS、PCRF、アプリケーションサー
バ170など)に対応する場合、情報を受信および/または送信するように構成された論理405
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は、一例では、イーサネット(登録商標)プロトコルを介してネットワークベースのサーバ
を他の通信エンティティに接続するイーサネット(登録商標)カードに対応し得る。さらな
る例では、情報を受信および/または送信するように構成された論理405は、通信デバイス
400がそのローカル環境を監視し得る感知または測定ハードウェア(たとえば、加速度計、
温度センサー、光センサー、ローカルRF信号を監視するためのアンテナなど)を含み得る
。情報を受信および/または送信するように構成された論理405は、実行されると、情報を
受信および/または送信するように構成された論理405の関連ハードウェアがその受信およ
び/または送信機能を実行することを可能にする、ソフトウェアも含み得る。しかしなが
ら、情報を受信および/または送信するように構成された論理405は、ソフトウェア単体に
対応せず、情報を受信および/または送信するように構成された論理405は、その機能を達
成するためのハードウェアに少なくとも部分的に依拠する。
【００４６】
　図4を参照すると、通信デバイス400は、情報を処理するように構成された論理410をさ
らに含む。一例では、情報を処理するように構成された論理410は、少なくともプロセッ
サを含み得る。情報を処理するように構成された論理410によって実行され得るタイプの
処理の例示的な実装形態は、限定はしないが、判断を行うこと、接続を確立すること、異
なる情報オプション間で選択を行うこと、データに関連する評価を行うこと、測定操作を
実行するために通信デバイス400に結合されたセンサーと対話すること、情報をあるフォ
ーマットから別のフォーマットに(たとえば、.wmvから.aviへなど、異なるプロトコル間
で)変換することなどを含む。たとえば、情報を処理するように構成された論理410中に含
まれるプロセッサは、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、ASIC、フィール
ドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)もしくは他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲ
ートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、または本明細書で説明する
機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せに対応し得る。汎用プロセッサは
マイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、
コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、
コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、DSPおよびマイクロプロセッサの組合
せ、複数のマイクロプロセッサ、DSPコアと連携する1つもしくは複数のマイクロプロセッ
サ、または任意の他のそのような構成として実装され得る。情報を処理するように構成さ
れた論理410は、実行されると、情報を処理するように構成された論理410の関連ハードウ
ェアがその処理機能を実行することを可能にする、ソフトウェアも含み得る。しかしなが
ら、情報を処理するように構成された論理410は、ソフトウェア単体に対応せず、情報を
処理するように構成された論理410は、その機能を達成するためのハードウェアに少なく
とも部分的に依拠する。
【００４７】
　図4を参照すると、通信デバイス400は、情報を記憶するように構成された論理415をさ
らに含む。一例では、情報を記憶するように構成された論理415は、少なくとも非一時的
メモリおよび関連ハードウェア(たとえば、メモリコントローラなど)を含み得る。たとえ
ば、情報を記憶するように構成された論理415に含まれる非一時的メモリは、RAMメモリ、
フラッシュメモリ、ROMメモリ、EPROMメモリ、EEPROMメモリ、レジスタ、ハードディスク
、リムーバブルディスク、CD-ROM、または当技術分野で知られている任意の他の形態の記
憶媒体に対応し得る。情報を記憶するように構成された論理415は、実行されると、情報
を記憶するように構成された論理415の関連ハードウェアがその記憶機能を実行すること
を可能にするソフトウェアも含み得る。しかしながら、情報を記憶するように構成された
論理415は、ソフトウェア単体に対応せず、情報を記憶するように構成された論理415は、
その機能を達成するためのハードウェアに少なくとも部分的に依拠する。
【００４８】
　図4を参照すると、通信デバイス400は、場合によっては、情報を提示するように構成さ
れた論理420をさらに含む。一例では、情報を提示するように構成された論理420は、少な
くとも出力デバイスおよび関連ハードウェアを含み得る。たとえば、出力デバイスは、ビ
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デオ出力デバイス(たとえば、ディスプレイ画面、USB、HDMI(登録商標)などの、ビデオ情
報を搬送することができるポートなど)、オーディオ出力デバイス(たとえば、スピーカー
、マイクロフォンジャック、USB、HDMI(登録商標)などの、オーディオ情報を搬送するこ
とができるポートなど)、振動デバイス、および/あるいは情報が出力のためにフォーマッ
トされるか、または通信デバイス400のユーザもしくはオペレータによって実際に出力さ
れ得る任意の他のデバイスを含み得る。たとえば、通信デバイス400が図3に示すようにUE
300AまたはUE300Bに相当する場合、情報を提示するように構成された論理420は、UE300A
のディスプレイ310AまたはUE300Bのタッチスクリーンディスプレイ305Bを含み得る。さら
なる例では、情報を提示するように構成された論理420は、ローカルユーザを有しないネ
ットワーク通信デバイス(たとえば、ネットワークスイッチまたはルータ、リモートサー
バなど)などのいくつかの通信デバイスでは省略されることがある。情報を提示するよう
に構成された論理420は、実行されると、情報を提示するように構成された論理420の関連
ハードウェアが提示機能を実行することを可能にする、ソフトウェアも含み得る。しかし
ながら、情報を提示するように構成された論理420は、ソフトウェア単体に対応せず、情
報を提示するように構成された論理420は、その機能を達成するためのハードウェアに少
なくとも部分的に依拠する。
【００４９】
　図4を参照すると、通信デバイス400は、場合によっては、ローカルユーザ入力を受信す
るように構成された論理425をさらに含む。一例では、ローカルユーザ入力を受信するよ
うに構成された論理425は、少なくともユーザ入力デバイスおよび関連ハードウェアを含
み得る。たとえば、ユーザ入力デバイスは、ボタン、タッチスクリーンディスプレイ、キ
ーボード、カメラ、オーディオ入力デバイス(たとえば、マイクロフォン、またはマイク
ロフォンジャックなどのオーディオ情報を搬送することができるポートなど)、および/ま
たは情報が通信デバイス400のユーザもしくはオペレータから受信され得る任意の他のデ
バイスを含み得る。たとえば、通信デバイス400が図3に示すようにUE300AまたはUE300Bに
相当する場合、ローカルユーザ入力を受信するように構成された論理425は、キーパッド3
20A、ボタン315Aまたは310B～325Bのうちのいずれか、タッチスクリーンディスプレイ305
Bなどを含み得る。さらなる例では、ローカルユーザ入力を受信するように構成された論
理425は、ローカルユーザを有しないネットワーク通信デバイス(たとえば、ネットワーク
スイッチまたはルータ、リモートサーバなど)などのいくつかの通信デバイスでは省略さ
れることがある。ローカルユーザ入力を受信するように構成された論理425は、実行され
ると、ローカルユーザ入力を受信するように構成された論理425の関連ハードウェアがそ
の入力受信機能を実行することを可能にする、ソフトウェアも含み得る。しかしながら、
ローカルユーザ入力を受信するように構成された論理425は、ソフトウェア単体に対応せ
ず、ローカルユーザ入力を受信するように構成された論理425は、その機能を達成するた
めのハードウェアに少なくとも部分的に依拠する。
【００５０】
　図4を参照すると、405～425の構成された論理は、図4では別個のまたは相異なるブロッ
クとして示されているが、それぞれの構成された論理がその機能を実行するハードウェア
および/またはソフトウェアは、部分的に重複し得ることが諒解されよう。たとえば、405
～425の構成された論理の機能を容易にするために使用されるいずれのソフトウェアも、
情報を記憶するように構成された論理415に関連する非一時的メモリに記憶することがで
き、その結果、405～425の構成された論理は各々、その機能(すなわち、この場合、ソフ
トウェア実行)を、情報を記憶するように構成された論理415によって記憶されたソフトウ
ェアの動作に部分的に基づいて実行する。同様に、構成された論理のうちの1つに直接関
連付けられたハードウェアは、時々、他の構成された論理によって借用または使用され得
る。たとえば、情報を処理するように構成された論理410のプロセッサは、データを、情
報を受信および/または送信するように構成された論理405によって送信される前に、適切
な形式にフォーマットすることができるので、情報を受信および/または送信するように
構成された論理405は、その機能(すなわち、この場合、データの送信)を、情報を処理す
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るように構成された論理410に関連付けられたハードウェア(すなわち、プロセッサ)の動
作に部分的に基づいて実行する。
【００５１】
　概して、別段に明示的に記載されていない限り、本開示全体にわたって使用される「よ
うに構成された論理」という句は、ハードウェアにより少なくとも部分的に実施される実
施形態を呼び出すものとし、ハードウェアから独立したソフトウェアだけの実施形態に位
置づけるものではない。様々なブロックにおける構成された論理または「ように構成され
た論理」は、特定の論理ゲートまたは論理要素に限定されるのではなく、概して、本明細
書に記載した機能性を、(ハードウェアまたはハードウェアとソフトウェアの組合せのい
ずれかを介して)実施するための能力を指すことが諒解されよう。したがって、様々なブ
ロックに示す構成された論理または「ように構成された論理」は、「論理」という言葉を
共有するにもかかわらず、必ずしも論理ゲートまたは論理要素として実装されるとは限ら
ない。様々なブロックの論理間の他の対話または協働が、以下でより詳細に説明する実施
形態の検討から、当業者には明らかになるであろう。
【００５２】
　様々な実施形態は、図5に示すサーバ500などの、様々な市販のサーバデバイスのいずれ
かにおいて実装され得る。一例では、サーバ500は、上述のアプリケーションサーバ170の
1つの例示的な構成に対応し得る。図5において、サーバ500は、揮発性メモリ502と、ディ
スクドライブ503などの大容量の不揮発性メモリとに結合されたプロセッサ501を含む。サ
ーバ500は、プロセッサ501に結合された、フロッピー（登録商標）ディスクドライブ、コ
ンパクトディスク(CD)またはDVDのディスクドライブ506も含み得る。サーバ500は、他の
ブロードキャストシステムコンピュータおよびサーバに、またはインターネットに結合さ
れたローカルエリアネットワークなどの、ネットワーク507とのデータ接続を確立するた
めの、プロセッサ501に結合されたネットワークアクセスポート504も含み得る。図4の文
脈において、図5のサーバ500は、通信デバイス400の1つの例示的な実装形態を示すが、情
報を送信および/または受信するように構成された論理405は、ネットワーク507と通信す
るためにサーバ500によって使用されるネットワークアクセスポート504に相当し、情報を
処理するように構成された論理410は、プロセッサ501に相当し、情報を記憶するように構
成された論理415は、揮発性メモリ502、ディスク(disk)ドライブ503、および/またはディ
スク(disc)ドライブ506のうちの任意の組合せに相当することが諒解されよう。情報を提
示するように構成されたオプションの論理420およびローカルユーザ入力を受信するよう
に構成されたオプションの論理425は、図5には明示的に示さず、その中に含まれる場合も
あれば、含まれない場合もある。したがって、図5は、通信デバイス400が、図3に示すよ
うな305Aまたは305BなどのUEの実装形態に加えてサーバとして実装され得ることを説明す
るのを助ける。
【００５３】
　種々の通信プロトコルを用いるアクセスネットワーク(たとえば、図2A～図2Eに関して
上記で説明したように、W-CDMA、LTEなどの3GPPアクセスネットワーク、またはWiFi、WLA
Nもしくは有線LAN、IEEE802、IEEE802.11などの非3GPPアクセスネットワーク)は、事業者
(たとえば、Verizon、Sprint、AT&Tなど)によって管理されるIMSネットワークによるイン
ターネットプロトコル(IP)マルチメディアサブシステム(IMS)サービスを、通信システム
を介してユーザに提供するように構成することができる。IMSサービスを要求するためにI
MSネットワークにアクセスするユーザは、要求されたIMSサービスをサポートするための
複数の地域アプリケーションサーバまたはアプリケーションサーバクラスタ(たとえば、
同じクラスタ地域にサービスを提供するアプリケーションサーバ群)のうちの1つに割り当
てられる。
【００５４】
　図6は、本発明の一実施形態によるIMSアーキテクチャの一例を示す。図6を参照すると
、AS1-1、AS1-2...AS1-Nとして示されたアプリケーションサーバの第1のクラスタはUEにI
MSサービスを提供するように構成され、第1の地域内に位置し(または展開され)、AS2-1、
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AS2-2...AS2-Nとして示されたアプリケーションサーバの第2のクラスタはUEにIMSサービ
スを提供するように構成され、第2の地域内に位置する(または展開される)と仮定する。
図6には明示されないが、アプリケーションサーバの他のクラスタも他のクラスタ地域内
に展開することができる。図6において、アプリケーションサーバの各クラスタは、同じ
事業者(たとえば、Sprint、Verizon、AT&Tなど)によって運用されると仮定される。図6に
おいて、UE1...Nは、クラスタ地域R1内で動作していると仮定され、3GPP RAN120A(たとえ
ば、図2A～図2EからのRAN120のいずれか)または非3GPP RAN120B(たとえば、有線イーサネ
ット（登録商標）接続、AP125などのWiFi接続など)のいずれかに接続するように構成され
る。その際、UE1...Nは、3GPP RAN120Aまたは非3GPP RAN120Bのいずれかを通してIMSネッ
トワーク600に接続することができる。
【００５５】
　図6を参照すると、IMSネットワーク600は、プロキシ呼セッション制御機能(P-CSCF:pro
xy call session control function)605、問合せCSCF(I-CSCF)610、サービングCSCF(S-CS
CF)615、およびホーム加入者サーバ(HSS:Home Subscriber Server)620を含む、特定の組
のIMS構成要素を例示するように示される。P-CSCF605、I-CSCF610およびS-CSCF615は場合
によっては、まとめてCSCFと呼ばれ、CSCFは、IMSネットワーク600のトランスポートプレ
ーン、制御プレーン、およびアプリケーションプレーンの間のセッション開始プロトコル
(SIP)を介してシグナリングする責任を担う。
【００５６】
　図6のP-CSCF605を参照すると、P-CSCF605は、トランスポートプレーン構成要素とのイ
ンターフェースを直接構成する責任を担い、UE1...Nなどの任意のエンドポイントのため
のIMSネットワーク600内のシグナリングの最初のポイントである。エンドポイントがIP接
続を確保すると、そのエンドポイントによって、P-CSCF605への最初のシグナリングによ
り登録イベントが行われる。その名が意味するように、P-CSCF605は、エンドポイントか
らIMSネットワーク600の残りの部分へのSIPメッセージのためのプロキシである。P-CSCF6
05は通常、エンドポイントのホームネットワーク内にあるが、エンドポイントの訪問先ネ
ットワーク内に存在することもできる。P-CSCF605は、DNS探索を用いて、ターゲットI-CS
CF610を識別してSIPメッセージを送信し、ターゲットI-CSCF610は、自らのネットワーク
内のI-CSCF610とすることができるか、または管理ドメインを越えた別のI-CSCFとするこ
とができる。P-CSCF605は、ポリシー決定の責任を担うこともできる(たとえば、IMSのリ
リース5または6における一体型または独立型ポリシー決定機能(PDF:Policy Decision Fun
ction)、IMSのリリース7におけるポリシー課金およびリソース機能(PCRF:Policy Chargin
g, and Resource Function)などによる)。
【００５７】
　図6のI-CSCF610を参照すると、I-CSCF610の主な機能は、アプリケーションプレーン内
で見いだされたアプリケーションのために、エントリポイントとしてのP-CSCF605と制御
ポイントとしてのS-CSCF615との間をプロキシすることである。P-CSCF605が登録要求SIP
メッセージを受信するとき、DNS探索を実行して、適切なI-CSCF610を発見し、そのメッセ
ージをルーティングする。I-CSCF610がSIPメッセージを受信すると、Diameterを介してHS
S620で探索動作を実行し、エンドポイント端末に関連付けられるS-CSCF615を決定する。I
-CSCF610がこの情報を受信すると、さらに処理するために、そのSIPメッセージを適切なS
-CSCF615に転送する。
【００５８】
　S-CSCF615を参照すると、S-CSCF615は、アプリケーションプレーンにおいて、アプリケ
ーションサーバ(AS)(たとえば、クラスタ地域R1内のアプリケーションサーバ1-1、1-2...
1-N、またはクラスタ地域2内のアプリケーションサーバ2-1、2-2...2-N、以下同様)との
インターフェースを構成する責任を担う。I-CSCF610から登録要求SIPメッセージを受信す
ると、S-CSCF615は、Diameterプロトコルを介してHSS620に問い合わせ、それにより、端
末を現在単独でサービスが提供されているとして登録する。後続のセッション確立は、ど
のS-CSCF615が端末セッション制御の責任を担うかを知る必要がある。登録プロセスの一
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部として、S-CSCF615は、HSS620への問合せから得た認証情報を用いて、端末を認証する
ために開始P-CSCF605に返送されるSIPメッセージ「チャレンジ」を発行する。
【００５９】
　登録機構としての役割を果たすことに加えて、S-CSCF615は、ASにSIPメッセージをルー
ティングする責任も担い、それにより、制御プレーンセッション制御が、アプリケーショ
ンプレーンアプリケーションロジックとやりとりできるようにする。これを果たすために
、S-CSCF615は、初期フィルタ基準(IFC:Initial Filter Criteria)の形でHSS620から得ら
れた情報を使用し、その情報は、インバウンドセッション確立要求に対するトリガとして
の役割を果たす。IFCは、SIPメッセージがアプリケーションプレーン内に存在する場合が
ある種々のアプリケーションサーバに対していかにして、どこからルーティングされるべ
きであるかを規定する規則を含む。また、S-CSCF615は、アプリケーションサーバとのメ
ッセージ交換の過程において、アプリケーションサーバから得られた二次フィルタ基準(S
FC:Secondary Filter Criteria)に基づいて動作することもできる。
【００６０】
　図6を参照すると、IMSネットワーク600からIMSサービス(たとえば、VoIPセッション、P
TTセッション、グループ通信セッションなどへの設定登録または参加登録)を要求するUE
は、先に言及されたように、S-CSCF615によって選択されたターゲットアプリケーション
サーバに割り当てられる(または登録される)。一般的に、IMSネットワーク600は、ターゲ
ットアプリケーションサーバとして、UEに物理的に近く、要求されたIMSサービスを提供
できることもわかっているアプリケーションサーバを選択しようと試みる。
【００６１】
　現在のIMS規格では、様々なUE(たとえば、セルフォン、タブレットコンピュータ、デス
クトップコンピュータなど)が、IMSサービスを求めて同じユーザに登録され得る。しかし
ながら、現在のIMS規格では、別のUEと同じユーザに登録されたUEは、他のUEを一意にア
ドレス指定するための連絡先情報を必ずしも有するとは限らない。
【００６２】
　レコードのアドレス(AOR)は、あるSIPユニフォームリソース識別子(URI)を、ユーザが
利用可能であり得る別のURIにマッピングすることができるロケーションサービスを用い
てドメインを指示するSIP URIである。AORは、ユーザのパブリックアドレスと考えられ得
る。SIPベースのアプリケーションは、ユーザエージェント(UA)(たとえば、複数のUAが同
じクライアントデバイスに関連付けられることは可能であるが、UAは1つのUEまたはクラ
イアントデバイス上で実行されるように構成される)に、その特定のUAインスタンスまで
、すなわちその同じ物理デバイスまで呼をルーティングするためにインターネット上のだ
れかによって使用され得るURIを構築および配信するように要求し得る。特定のUAインス
タンスまでルーティングするURIは、インターネットエンジニアリングタスクフォース(IE
TF)によって指定されたGlobally Routable UA URI(GRUU)と呼ばれる。GRUUは、ネットワ
ーク内の特定のデバイスを指示するSIP URIであり、そのデバイスを参照するためにグロ
ーバルに使用され得る。
【００６３】
　GRUUは、SIPドメインによって、たとえばIMSネットワーク600のS-CSCF615によって生成
され、GRUUは、そのドメインにおいてSIPプロキシ(たとえば、S-CSCF610)まで再びルーテ
ィングするように構成される。このドメインは、今度は、GRUUと特定のUAインスタンス(
すなわち、クライアントデバイス)との間の結合を維持する。GRUUを受け取るプロキシは
、GRUUを特定のUAインスタンス(すなわち、クライアントデバイス)用の接続にマッピング
し、要求をUAインスタンスに転送することができる。
【００６４】
　一般に、パブリックGRUU(すなわち、基礎をなすAORを露出するGRUU)およびテンポラリG
RUU(すなわち、基礎をなすAORを隠すGRUU)と呼ばれる、2つのタイプのGRUUがある。パブ
リックGRUUは、AORへのマッピングが明らかになるように構築される。たとえば、多くのU
Aは、着呼および発呼の試行を追跡する呼ログを保持する。UAがGRUUに対して(たとえば、
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転送要求の結果として)呼出しを行った場合、呼ログは、GRUUを含むことができる。呼ロ
グがユーザにレンダリングされるので、代わりにAORをユーザに提示することができるの
は有用であるが、その理由は、AORが識別子としてユーザにとって意味があるからである
。パブリックGRUUは、AORを取得し、そのドメインにおいてレジストラ(たとえば、S-CSCF
)によって選択された値を含む「gr」URIパラメータを加えることによって構築される。「
gr」URIパラメータの値は、UAインスタンスの表現を含む。たとえば、AORが「sip:alice@
example.com」である場合、パブリックGRUUは、sip:alice@example.com;gr=kjh29x97us97
dとなり得る。UAが「gr」URIパラメータを除去する場合、その結果はAORである。いくつ
かのシステムが未知のパラメータを無視する可能性があるので、パブリックGRUUは、これ
らのシステムにはAORのように「見える」場合がある。
【００６５】
　テンポラリGRUUを参照すると、GRUUの受信者がAORを抽出することができないように、A
ORを不明瞭にするGRUUを構築することが望ましいことがある。テンポラリGRUUは、それに
よって、ユーザのプライバシーを保護することができる。そのような場合、テンポラリGR
UUは、それがGRUUの基本的要件を満たすという条件で任意のコンテンツを有することがで
き、AORは、テンポラリGRUUから容易には決定することができない。テンポラリGRUUは、
ある値を含むか、または含まないかのいずれかの「gr」URIパラメータを有し得る。
【００６６】
　UAは、登録トランザクションの一部として1組のGRUU(たとえば、パブリックGRUUおよび
テンポラリGRUU)を取得することができる。UAは、そうするとき、IETFによって定義され
た、「+sip.instance」コンタクトヘッダフィールドパラメータ内のインスタンスIDを提
供することによってREGISTER要求を介して1組のGRUUを取得することができる。レジスト
ラ(たとえば、S-CSCF615)は、このヘッダフィールドパラメータを検出し、たとえば、200
OK SIP応答において、登録に応答してUAに1組のGRUUを提供する。このプロセスは、同じ
ユーザ(すなわち、SIP REGISTERメッセージのsip.instanceフィールド内の同じinstanceI
D)に関連する、IMSネットワーク600に登録する複数のデバイスに関して以下に示す。以下
では、UAの代わりにUEおよびクライアントデバイスが参照されるが、以下で参照される各
UEまたはクライアントデバイスは、UAインスタンスの一例であることが諒解されよう。ま
た、以下で説明する実施形態は、この態様を強調しないが、複数のUAは、同じクライアン
トデバイスまたはUEに割り当てられる場合があり、以下で説明する本発明の実施形態は、
複数のUAも登録されるクライアントデバイスの方にも向けられ得る。
【００６７】
　図7は、複数のクライアントデバイスを同じユーザに登録する従来のIMSサービス登録プ
ロシージャを示す。図7を参照すると、UE1は第1のユーザによって操作され、UE1は、IMS
サービスへの登録を要求するために、IMSネットワーク600のレジストラ構成要素(たとえ
ば、S-CSCF615)にSIP REGISTERメッセージを送信すると仮定されたい(700)。たとえば、
「kate@example.com」の連絡先アドレスおよび「instanceID」のsip.instanceを有する「
Kate」という名前のユーザに関して、700のSIP REGISTERメッセージは、次のように構成
され得る。
【００６８】
【表２】

【００６９】
　IMSネットワーク600のレジストラ構成要素は、UE1をユーザ1に登録し、UE1に1組のGRUU
(「GRUU[UE1]」)を割り当てる(705)。次いで、IMSネットワーク600のレジストラ構成要素
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は、下記のTable 3(表3)に示すように構成され得る、SIP 200 OKメッセージを介してUE1
に、この割当てを通知する(710)。
【００７０】
【表３】

【００７１】
　後のある時点において、UE2も第1のユーザ(たとえば、Kate)によって操作され、UE2は
、IMSサービスへの登録を要求するために、IMSネットワーク600のレジストラ構成要素(た
とえば、S-CSCF615、ただし、UE2用のS-CSCF615は、必ずしもUE1にサービスしているもの
と同じS-CSCF615である必要はない)にSIP REGISTERメッセージを送信する(715)。たとえ
ば、第1のユーザが「kate@example.com」の連絡先アドレスおよび「instanceID」のsip.i
nstanceを有する「Kate」である場合、715のSIP REGISTERメッセージは、上記のTable 2(
表2)に示すように構成され得る。IMSネットワーク600のレジストラ構成要素は、UE2をユ
ーザ1に登録し、UE2に1組のGRUU(「GRUU[UE2]」)を割り当てる(720)。次いで、IMSネット
ワーク600のレジストラ構成要素は、下記のTable 4(表4)に示すように構成され得る、SIP
 200 OKメッセージを介してUE2に、この割当てを通知する(725)。
【００７２】

【表４】

【００７３】
　後のある時点において、UE3も第1のユーザ(たとえば、Kate)によって操作され、UE3は
、IMSサービスへの登録を要求するために、IMSネットワーク600のレジストラ構成要素(た
とえば、S-CSCF615、ただし、UE3用のS-CSCF615は、必ずしもUE1またはUE2にサービスし
ているものと同じS-CSCF615である必要はない)にSIP REGISTERメッセージを送信する(730
)。たとえば、第1のユーザが「kate@example.com」の連絡先アドレスおよび「instanceID
」のsip.instanceを有する「Kate」である場合、730のSIP REGISTERメッセージは、上記
のTable 2(表2)に示すように構成され得る。IMSネットワーク600のレジストラ構成要素は
、UE3をユーザ1に登録し、UE3に1組のGRUU(「GRUU[UE3]」)を割り当てる(735)。次いで、
IMSネットワーク600のレジストラ構成要素は、下記のTable 5(表5)に示すように構成され
得る、SIP 200 OKメッセージを介してUE3に、この割当てを通知する(740)。
【００７４】
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【表５】

【００７５】
　したがって、図7のプロセスが完了された後、UE1、2、および3は、それ自体のそれぞれ
のGRUUを認識するが、UE1、2、および3は、第1のユーザに関連付けられた他のUEのうちの
いずれかに関するGRUUを認識しない。いくつかのシナリオでは、IMSサービスに登録する
様々なUEが、同じユーザ(または、同じ1次識別情報)に関連するIMSサービスに同様に登録
された他のUEに関するGRUUを認識することは有利である場合がある。それによって、本発
明の少なくとも1つの実施形態は、IMSサービスを求めて同じユーザに登録された1つまた
は複数の他のクライアントデバイスに関する連絡先情報(たとえば、GRUU)を用いてターゲ
ットクライアントデバイスを更新することに向けられる。
【００７６】
　図8は、本発明の一実施形態による、複数のクライアントデバイスを同じユーザに登録
するIMSサービス登録プロシージャを示す。図8を参照すると、UE1は第1のユーザによって
操作され、UE1は、第1のユーザのためのIMSサービスへの登録を要求する第1のUE(またはU
A)であると仮定されたい。これらの仮定のもとで、UE1は、IMSサービスへの登録を要求す
るために、IMSネットワーク600のレジストラ構成要素(たとえば、S-CSCF615)にSIP REGIS
TERメッセージを送信する(800)。たとえば、「kate@example.com」の連絡先アドレスおよ
び「instanceID」のsip.instanceを有する「Kate」という名前のユーザに関して、800のS
IP REGISTERメッセージは、Table 2(表2)に関して上述したように構成され得る。IMSネッ
トワーク600のレジストラ構成要素は、UE1をユーザ1に登録し、UE1に1組のGRUU(「GRUU[U
E1]」)を割り当てる(805)。次いで、IMSネットワーク600のレジストラ構成要素は、上記
でTable 3(表3)に関して示すように構成され得る、SIP 200 OKメッセージを介してUE1に
、この割当てを通知する(810)。
【００７７】
　後のある時点において、UE2も第1のユーザ(たとえば、Kate)によって操作され、UE2は
、IMSサービスへの登録を要求するために、IMSネットワーク600のレジストラ構成要素(た
とえば、S-CSCF615、ただし、UE2用のS-CSCF615は、必ずしもUE1にサービスしているもの
と同じS-CSCF615である必要はない)にSIP REGISTERメッセージを送信する(815)。たとえ
ば、第1のユーザが「kate@example.com」の連絡先アドレスおよび「instanceID」のsip.i
nstanceを有する「Kate」である場合、815のSIP REGISTERメッセージは、上記のTable 2(
表2)に示すように構成され得る。IMSネットワーク600のレジストラ構成要素は、(たとえ
ば、図7の720と同様に)UE2をユーザ1に登録し、UE2に1組のGRUU(「GRUU[UE2]」)を割り当
てる(820)。しかしながら、図8の実施形態では、IMSネットワーク600のレジストラ構成要
素はまた、ユーザ1が、IMSサービスを求めてすでに登録した別のクライアントデバイスす
なわちUE1を有することを検出する。この検出は、同じユーザに登録された各クライアン
トデバイスの情報(たとえば、GRUU、リッチコミュニケーションスイート(RCS)能力情報な
ど)を追跡するIMSネットワーク600のレジストラ構成要素によって維持されるテーブルに
基づく場合がある。830では、IMSネットワーク600のレジストラ構成要素は、825の検出に
応答して、GRUU[UE1]とGRUU[UE2]の両方を示すSIP 200 OKメッセージを構成し、下記のTa
ble 6(表6)に示すように構成され得る、SIP 200 OKメッセージをUE2に送る。
【００７８】
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【表６】

【００７９】
　後のある時点において、UE3も第1のユーザ(たとえば、Kate)によって操作され、UE3は
、IMSサービスへの登録を要求するために、IMSネットワーク600のレジストラ構成要素(た
とえば、S-CSCF615、ただし、UE3用のS-CSCF615は、必ずしもUE1またはUE2にサービスし
ているものと同じS-CSCF615である必要はない)にSIP REGISTERメッセージを送信する(835
)。たとえば、第1のユーザが「kate@example.com」の連絡先アドレスおよび「instanceID
」のsip.instanceを有する「Kate」である場合、830のSIP REGISTERメッセージは、上記
のTable 2(表2)に示すように構成され得る。IMSネットワーク600のレジストラ構成要素は
、(たとえば、図7の735と同様に)UE3をユーザ1に登録し、UE3に1組のGRUU(「GRUU[UE3]」
)を割り当てる(840)。しかしながら、図8の実施形態では、IMSネットワーク600のレジス
トラ構成要素はまた、ユーザ1が、IMSサービスを求めてすでに登録した他のクライアント
デバイスすなわちUE1および2を有することを検出する。この検出は、825と同様に、同じ
ユーザに登録された各クライアントデバイスの情報(たとえば、GRUU、RCS能力情報など)
を追跡するIMSネットワーク600のレジストラ構成要素によって維持されるテーブルに基づ
く場合がある。850では、IMSネットワーク600のレジストラ構成要素は、845の検出に応答
して、GRUU[UE1]、GRUU[UE2]、およびGRUU[UE3]を示すSIP 200 OKメッセージを構成し、
下記のTable 7(表7)に示すように構成され得る、SIP 200 OKメッセージをUE3に送る。
【００８０】

【表７】

【００８１】
　図8の実施形態では、IMSネットワーク600のレジストラ構成要素に登録する各UEは、第1
のユーザに関連してIMSネットワーク600のレジストラ構成要素に登録された各UEに関する
最新のGRUU情報を取得する。対照的に、図7では、各UEは、登録とともに、それ自体のGRU
U情報を受信するだけである。
【００８２】
　早期に登録したUEは、後に登録したUEに関するGRUU情報を必ずしも取得するとは限らな
いことが図8の検討から諒解されよう。たとえば、UE2はGRUU[UE1]を通知されるが、UE1は
GRUU[UE2]を通知されず、UE3はGRUU[UE1]とGRUU[UE2]の両方を通知されるが、UE1および2
はGRUU[UE3]を通知されない。図9および図10は、早期に登録したUEが後に登録したUEのGR
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UU情報に関して更新され得る、2つの異なる実装形態を提供する。
【００８３】
　図9を参照すると、800～850は、図8に関して上述したように実行される。しかしながら
、図9では、800～850の実行に加えて、少なくとも1つのUEがすでに登録したユーザに関連
して、IMSネットワーク600のレジストラ構成要素が新規のUEをIMSサービスに登録するた
びに、IMSネットワーク600のレジストラ構成要素は、早期に登録したUE上に記憶されたGR
UU情報を更新するために機能するSIP登録プロシージャを開始する。
【００８４】
　具体的には、IMSネットワーク600のレジストラ構成要素は、825の検出に応答して、UE1
にSIP登録プロシージャを実行するように促すためにUE1に信号を送る(900)。UE1は、IMS
ネットワーク600のレジストラ構成要素からの900のシグナリングに応答して、IMSサービ
スへのその登録を更新するために、IMSネットワーク600のレジストラ構成要素にSIP REGI
STERメッセージを送信する(905)。一例では、905のSIP REGISTERメッセージは、Table 2(
表2)に関して上述したように構成され得る。場合によっては、IMSネットワーク600のレジ
ストラ構成要素は、IMSサービスへのUE1の登録を更新し、GRUU[UE1]とGRUU[UE2]の両方を
示すSIP 200 OKメッセージをUE1に送信する(910)。一例では、SIP OKメッセージは、Tabl
e 6(表6)に関して上記で示したように構成され得る。それによって、第1のユーザに関連
して新規のUEがIMSサービスを求めて登録するときはいつでも、第1のユーザに関連付けら
れた早期に登録した各UEは、その登録を更新するように促され、それによって、後に登録
したUEに関する更新されたGRUU情報を取得することができる。
【００８５】
　後に、IMSネットワーク600のレジストラ構成要素は、845の検出に応答して、UE1および
2にSIP登録プロシージャを実行するように促すためにUE1とUE2の両方に信号を送る(915)
。UE1は、IMSネットワーク600のレジストラ構成要素からの915のシグナリングに応答して
、IMSサービスへのその登録を更新するために、IMSネットワーク600のレジストラ構成要
素にSIP REGISTERメッセージを送信し(920)、その後、IMSネットワーク600のレジストラ
構成要素は、場合によっては、IMSサービスへのUE1の登録を更新し、GRUU[UE1]、GRUU[UE
2]、およびGRUU[UE3]を示すSIP 200 OKメッセージをUE1に送信する(925)。同様に、UE2は
、IMSネットワーク600のレジストラ構成要素からの915のシグナリングに応答して、IMSサ
ービスへのその登録を更新するために、IMSネットワーク600のレジストラ構成要素にSIP 
REGISTERメッセージを送信し(930)、その後、IMSネットワーク600のレジストラ構成要素
は、場合によっては、IMSサービスへのUE2の登録を更新し、GRUU[UE1]、GRUU[UE2]、およ
びGRUU[UE3]を示すSIP 200 OKメッセージをUE2に送信する(935)。それによって、第1のユ
ーザに関連して新規のUEがIMSサービスを求めて登録するときはいつでも、第1のユーザに
関連付けられた早期に登録した各UEは、その登録を更新するように促され、それによって
、後に登録したUEに関する更新されたGRUU情報を取得することができる。
【００８６】
　図10を参照すると、800～850は、図8に関して上述したように実行される。しかしなが
ら、図10では、800～850の実行に加えて、少なくとも1つの他のUEがすでに登録したユー
ザに関連して、新規のUEがIMSサービスに登録されるたびに、新規に登録されたUEは、早
期に登録したUEにGRUU情報のうちのいくつかまたはすべてを「プッシュ」する。したがっ
て、図9は、早期に登録したUEに新規のGRUU情報を伝達するためのサーバ始動型GRUU更新
動作に向けられるが、図10は、早期に登録したUEに新規のGRUU情報を伝達するためのUE始
動型更新動作に向けられる。
【００８７】
　具体的には、UE2が830においてSIP 200 OKメッセージを受信した後、UE2は、UE2に加え
て少なくとも1つのUE(すなわち、UE1)に関するGRUU情報が受信されたことを検出する。UE
2は、この検出に基づいて、GRUU[UE1]を対象としGRUU[UE2]の指示を含む、SIP OPTIONSメ
ッセージをIMSネットワーク600を介してUE1に送信する(1000)。図10には示されていない
が、SIP OPTIONSメッセージは、UE2に関するRCS能力情報をさらに含み得る。また、図10
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には示されていないが、UE1は、GRUU[UE2]を対象としUE1自体のRCS能力情報を示す、SIP 
200 OKメッセージを伴うSIP OPTIONSメッセージに応答し得る。
【００８８】
　後に、UE3が850においてSIP 200 OKメッセージを受信した後、UE3は、UE3に加えて少な
くとも1つのUE(すなわち、UE1および2)に関するGRUU情報が受信されたことを検出する。U
E3は、この検出に基づいて、GRUU[UE1]およびGRUU[UE2]をそれぞれ対象とする、SIP OPTI
ONSメッセージをIMSネットワーク600を介してUE1および2に送信する(1005および1010)。
具体的には、1005および1010においてUE1および2に送られたSIP OPTIONSメッセージは各
々、少なくともGRUU[UE3]の指示を含む。
【００８９】
　さらなる例では、1005および1010においてUE1および2に送られたSIP OPTIONSメッセー
ジは、GRUU[UE3]に加えて、GRUU情報の指示もさらに含み得る。たとえば、1005のSIP OPT
IONSメッセージは、GRUU[UE2]とGRUU[UE3]の両方を示すことができ、1010のSIP OPTIONS
メッセージは、GRUU[UE1]とGRUU[UE3]の両方を示すことができる。この例に関して拡張す
れば、第1のユーザに関連付けられたUEがIMSサービスを求めて登録した順序は、830およ
び/または850のSIP 200 OKメッセージにおいて伝達され得る。たとえば、各UEは、1、2、
3などのランキングに関連付けられる場合があり、早期のランクは早期のIMS登録を意味す
る。別の例では、他の各UEがIMSサービスに登録した明示的な時刻(たとえば、7:03:06.02
)が、それぞれのSIP 200 OKメッセージに加えられ得る。いずれの場合でも、UE3がIMS登
録順序を認識するとき、UE3は、UE1がUE2よりも前に登録したことを知り、したがって、U
E2は、UE3がGRUU[UE1]およびGRUU[UE2]を知っている一方で、UE1がGRUU[UE1]しか知らな
い可能性があることを推測することができる(たとえば、UE2が1000のプッシュ動作を開始
しなかった場合、UE1はGRUU[UE2]を知らず、したがって、UE3は、UE1がすでにGRUU[UE2]
を知っていると常には仮定することができない)。この場合、1005のSIP OPTIONSメッセー
ジは、GRUU[UE2]とGRUU[UE3]の両方を含み得るが、1010のSIP OPTIONSメッセージは、GRU
U[UE3]しか含まず、その理由は、UE2が、その後の登録に基づいてGRUU[UE1]をすでに知っ
ているものと予測されるからである。
【００９０】
　図10には示されていないが、1005および/または1010のSIP OPTIONSメッセージは、UE3
に関するRCS能力情報をさらに含み得る。また、図10には示されていないが、UE1およびUE
2は、GRUU[UE3]を対象としUE1およびUE2のRCS能力情報をそれぞれ示す、SIP 200 OKメッ
セージを伴うSIP OPTIONSメッセージに応答し得る。
【００９１】
　さらに、図8～図10に関して、IMSネットワーク600の登録機能が、単一のレジストラ構
成要素によって実行されるものとして説明されるが、「単一のレジストラ構成要素」は、
上述の登録機能をまとめて実行する異種のデバイスを指す場合があることを理解されたい
。たとえば、IMSネットワーク600は複数のS-CSCF615を含み、「単一のレジストラ構成要
素」は、それぞれのUEが位置する場所に基づいて様々なUEに対する様々なS-CSCFを理論的
に読み込むことができる。しかしながら、単一のレジストラ構成要素がIMSネットワーク6
00全体にわたって分布した異種のデバイス(たとえば、S-CSCF615)を含む場合でも、単一
のレジストラ構成要素の各部分は、IMSネットワーク600の一部分としなければならず、た
とえば、図6の地域R1および/またはR2内のアプリケーションサーバなどの外部の構成要素
を含まない。当然、単一のレジストラ構成要素は、図8～図10のUE1...3の各々にサービス
する単一のS-CSCF615などの単一のデバイスにも対応し得る。さらに、単一のレジストラ
構成要素が複数のS-CSCF615を含む(たとえば、3G接続デバイスおよびWiFi接続デバイスが
異なるS-CSCF615などに割り当てられるように、あるデバイスが3Gアクセスネットワーク
を通してWiFiを介して別のデバイスに接続する)場合、複数のS-CSCFによってサービスさ
れるデバイスに関するそれぞれのGRUU情報は、複数のS-CSCF615が各々インターフェース
し得るHSS620または加入プロファイルリポジトリ(SPR)(図示せず)などの一般にアクセス
可能なデータベース内に記憶され得る。
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【００９２】
　上記で簡単に説明したように、RCSは、IMSドメインにおいて最近になって開発されたサ
ービスタイプである。RCSによってユーザがその問合せ先にデバイス能力および/またはア
プリケーションレベルマルチメディア能力を照会できるようになり、それにより、クライ
アントデバイスが、そのアドレス帳内の問合せ先の能力をリアルタイムで更新することが
でき、それにより、問合せ先のリアルタイム能力に基づいて、ボイスオーバLTE(VoLTE)、
ビデオ通話、インスタントメッセージング(IM)、ファイルまたは画像共有などの「リッチ
コミュニケーション」を可能にする。現在のRCS標準規格では、UEが、ターゲットUEのUE
特有のRCS能力を要求するために、1つまたは複数のターゲットUEにUE-UE間(またはピアツ
ーピア)SIP OPTIONSメッセージを送る。SIP OPTIONSメッセージは、送信側UEのRCS能力を
含み、SIP OPTIONSメッセージは、ターゲットUEに、ターゲットUEのRCS能力を示すSIP 20
0 OKメッセージをもって、SIP OPTIONSメッセージに応答するように促す。したがって、S
IP OPTIONSメッセージおよびSIP 200 OKメッセージの交換は、ピアツーピアハンドシェイ
キングプロセスであり、そのプロセスはIMSネットワーク600によって仲介され、そのプロ
セスによって、両方の終点が他方の終点のためのそれぞれのRCS能力を更新する。
【００９３】
　たとえば、第1のUEがIMSネットワーク600を介して第2のUEにSIP OPTIONSメッセージを
送ることができ、そのメッセージは、第1のUEのRCS能力を指示し、第2のUEのRCS能力の指
示をもって第1のUEに応答するように第2のUEに要求し、第1のUEはIMSネットワーク600を
介して第3のUEにSIP OPTIONSメッセージを送ることができ、そのメッセージは、第1のUE
のRCS能力を指示し、第3のUEのRCS能力の指示をもって第1のUEに応答するように第3のUE
に要求し、他も同様である。その際、第2のUEは、第1のUEからのSIP OPTIONSメッセージ
に対して、第2のUEのRCS能力を示すSIP 200 OKメッセージをもって応答し、第3のUEは、
第1のUEからのSIP OPTIONSメッセージに対して、第3のUEのRCS能力を示すSIP 200 OKメッ
セージをもって応答し、他も同様である。
【００９４】
　図11は、IMSベースのフォーキングを介してRCS能力情報を発見する従来のプロセスを示
す。具体的には、図11は、第1のユーザがIMSサービスを求めてUE1、2、および3に登録さ
れ、UE4に登録された第2のユーザが第1のユーザに関するRCS能力情報を取得しようとして
いる、プロシージャを示す。
【００９５】
　図11を参照すると、UE1、2、および3がIMSネットワーク600を用いて(たとえば、図7の
プロセスの早期の実行に基づいて)第1のユーザに登録され、UE1、2、および3がそれ自体
のRCS能力情報を維持するが、UE1、2、および3は他の各RCS能力情報を認識しないと仮定
されたい。したがって、UE1は、UE1に関するRCS能力情報を維持し(1100)、UE2は、UE2に
関するRCS能力情報を維持し(1105)、UE3は、UE3に関するRCS能力情報を維持する(1110)。
ある点において、第2のユーザに関連してIMSサービスを求めて登録されたUE4は、第1のユ
ーザに関するRCS能力情報を取り出すことを決定する(1115)。UE4は、1115の決定に応答し
て、UE4のRCS能力を指示し第1のユーザのRCS能力情報を要求するように構成された、SIP 
OPTIONSメッセージをIMSネットワーク600に送信する(1120)。具体的には、1120のSIP OPT
IONSメッセージは、第1のユーザ(たとえば、kate@example.com、「sip.instanceID」など
)を識別するが、GRUUを介しては第1のユーザのいずれかの特定のクライアントデバイス(
またはUA)を識別しない。IMSネットワーク600は、UE4からSIP OPTIONSメッセージを受信
し、複数のUEが第1のユーザに登録されることを決定し、その結果、IMSネットワーク600
は、そのそれぞれのGRUUを介してSIP OPTIONSメッセージを第1のユーザの登録されたUEの
各々に「フォーキングする」ことを決定する(1125)。したがって、UE4からのSIP OPTIONS
メッセージは、IMSネットワーク600によって、1130、1135、および1140においてそれぞれ
、UE1、2、および3の各々に転送される。
【００９６】
　図11では、UE2は、UE2に関するRCS能力情報を示すSIP 200 OKメッセージをIMSネットワ
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ーク600に送ることによってフォーキングされたSIP OPTIONSメッセージに応答する第1のU
Eである(1145)。IMSネットワーク600は、1145のSIP 200 OKメッセージを受信し、UE2がフ
ォーキングされたSIP OPTIONSメッセージに対する第1の応答UEであると決定し、次いで、
この決定に基づいてSIP 200 OKメッセージをUE4に転送する(1150)。後に、UE1および3は
また、そのそれぞれのRCS能力情報を示すSIP 200 OKメッセージをIMSネットワーク600に
送ることによってフォーキングされたSIP OPTIONSメッセージに応答する(1155および1160
)。しかしながら、IMSネットワーク600は、IMSフォーキングプロトコルに従って、第1の
応答UEからのSIP 200 OKメッセージを返すだけであり、その結果、IMSネットワーク600は
、UE1またはUE3からのSIP 200 OKメッセージのいずれもUE4に転送しない(1165)。したが
って、図11のRCS能力発見プロシージャの後、UE4は、UE2に関するRCS能力情報を認識する
が、UE1および3に関するRCS能力情報を認識せず、その理由は、UE1もUE3もフォーキング
されたSIP OPTIONSメッセージに対する第1の応答機でないからである。
【００９７】
　図12は、サーバベースのフォーキングを介してRCS能力情報を発見する従来のプロセス
を示す。具体的には、図11と同様に、図12は、第1のユーザがIMSサービスを求めてUE1、2
、および3に登録され、UE4を操作する第2のユーザが第1のユーザに関するRCS能力情報を
取得しようとしている、別のプロシージャを示す。
【００９８】
　図12を参照すると、UE1、2、および3がIMSネットワーク600を用いて(たとえば、図7の
プロセスの早期の実行に基づいて)第1のユーザに登録され、UE1、2、および3がそれ自体
のRCS能力情報を維持するが、UE1、2、および3は他の各RCS能力情報を認識しないと仮定
されたい。したがって、UE1は、UE1に関するRCS能力情報を維持し(1200)、UE2は、UE2に
関するRCS能力情報を維持し(1205)、UE3は、UE3に関するRCS能力情報を維持する(1210)。
ある点において、第2のユーザに関連してIMSサービスを求めて登録されたUE4は、第1のユ
ーザに関するRCS能力情報を取り出すことを決定する(1215)。UE4は、1215の決定に応答し
て、UE4のRCS能力を指示し第1のユーザのRCS能力情報を要求するように構成された、SIP 
OPTIONSメッセージをIMSネットワーク600に送信する(1220)。具体的には、1220のSIP OPT
IONSメッセージは、第1のユーザ(たとえば、kate@example.com、「sip.instanceID」など
)を識別するが、GRUUを介しては第1のユーザのいずれの特定のクライアントデバイス(ま
たはUA)も識別しない。IMSネットワーク600は、UE4からSIP OPTIONSメッセージを受信し
、第1のユーザが登録される1つのターゲットアプリケーションサーバ(または複数のサー
バ)を識別する(1225)。IMSネットワーク600は、SIP OPTIONSメッセージをターゲットアプ
リケーションサーバに転送する(1230)。ターゲットアプリケーションサーバは、SIP OPTI
ONSメッセージを受信し、複数のUEが第1のユーザに登録されることを決定し、その結果、
ターゲットアプリケーションサーバは、そのそれぞれのGRUUを介してSIP OPTIONSメッセ
ージを第1のユーザの登録されたUEの各々に「フォーキングする」ことを決定する(1235)
。したがって、UE4からのSIP OPTIONSメッセージは、ターゲットアプリケーションサーバ
によって、1240、1245、および1250においてそれぞれ、UE1、2、および3の各々に転送さ
れる。
【００９９】
　図12では、UE2は、UE2に関するRCS能力情報を示すSIP 200 OKメッセージをターゲット
アプリケーションサーバに送ることによってフォーキングされたSIP OPTIONSメッセージ
に応答する第1のUEである(1255)。UE2に再びSIP 200 OKメッセージを直ちに転送するので
はなく、ターゲットアプリケーションサーバは、所与の満了期間を有するタイマを開始さ
せ、フォーキングされたSIP OPTIONSメッセージに応答する第1のユーザのUEのうちの1つ
または複数を待つ(1260)。後に、タイマの満了前に、UE1は、そのRCS能力情報を示すSIP 
200 OKメッセージをターゲットアプリケーションサーバに送ることによってフォーキング
されたSIP OPTIONSメッセージに応答する(1265)。ターゲットアプリケーションサーバは
、フォーキングされたSIP OPTIONSメッセージに応答する第1のユーザのUEのうちの1つま
たは複数を待ち続けながら、タイマを動作させ続ける(1270)。後に、タイマの満了前に、
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UE3は、そのRCS能力情報を示すSIP 200 OKメッセージをターゲットアプリケーションサー
バに送ることによってフォーキングされたSIP OPTIONSメッセージに応答する(1275)。こ
の点において、タイマが満了するか、第1のユーザのUEのすべてがフォーキングされたSIP
 OPTIONSメッセージに応答したことをターゲットアプリケーションサーバが決定し、その
ことが、ターゲットアプリケーションサーバに、受信されたSIP 200 OKメッセージの各々
からのRCS能力情報を単一の集合的SIP 200 OKメッセージに統合させるようにトリガする
と仮定されたい(1280)。ターゲットアプリケーションサーバは、UE1、UE2、およびUE3に
関するRCS能力情報を示す集合的SIP 200 OKメッセージをUE4に送信する(1285)。したがっ
て、図12のRCS能力発見プロシージャの後、UE4は、UE1、2、および3の各々に関するRCS能
力情報を認識する。しかしながら、1260および1270において起こる待機および1280におい
て起こる後続の統合は、かなりの量の時間(たとえば、20～30秒)がかかる場合があること
が諒解されよう。この理由で、UE4が、図12のプロセスを介して図11と比較してより完全
なRCS能力情報を取得する一方で、図12のRCS能力プロシージャ全体は、図11のプロセスよ
りも遅い。また、図12は、アプリケーションサーバの関与を必要とし、このことは、IMS
ネットワーク600自体がSIP OPTIONSメッセージをフォーキングする図11と比較してRCS能
力プロシージャにより大きいオーバーヘッドを加える。
【０１００】
　それによって、本発明の実施形態は、異なるユーザに関するRCS能力情報を問い合わせ
るユーザが、図11に関して上述したRCS能力発見プロシージャの応答時間を近似するレイ
テンシ(または応答時間)で(たとえば、図12と同様に)他のユーザの登録されたUEの各々に
関する完全な(または、ほぼ完全な)RCS能力情報を取得する、ユーザ間RCS能力発見プロシ
ージャに向けられる。
【０１０１】
　具体的には、本発明のいくつかの実施形態は、IMSネットワーク600を用いて同じユーザ
に登録された1つまたは複数の他のUEのRCS能力情報を取得するために特定のユーザに登録
されたUEのうちの1つ(または複数)に依拠する。図13は、同じユーザに登録されたUE間でR
CS能力情報がどのように共有され得るかの一例を示す。UEのうちの1つ(または複数)が、I
MSネットワーク600を用いて同じユーザに登録された他のUEに関するRCS能力情報を取得し
た後、これらのUEは、図14に関して以下に説明するように、フォーキングされたSIP OPTI
ONSメッセージに対するそのそれぞれの応答において複数のUEに関するRCS能力情報を束ね
ることができる。
【０１０２】
　図13を参照すると、UE1がIMSサービスを求めて第1のユーザにすでに登録され、後にUE2
がGRUU[UE1]とGRUU[UE2]の両方を取得すると仮定されたい(1300)。一例では、1300は、83
0においてUE2に配信されるSIP 200 OKメッセージに応答して図8、図9、または図10のプロ
セスの実行に基づいて起こり得る。しかしながら、別の実施形態では、1300は、必ずしも
登録プロシージャとともに起こる必要はない。いずれの場合でも、UE2は、GRUU[UE1]およ
びGRUU[UE2]を取得した後のある点において、GRUU[UE1]を対象としUE2に関するRCS能力情
報を含む、SIP OPTIONSメッセージをIMSネットワーク600を介してUE1に送信する(1305)。
UE1は、GRUU[UE2]を対象としUE1自体のRCS能力情報を示す、SIP 200 OKメッセージを伴う
SIP OPTIONSメッセージに応答する(1310)。この点において、UE1および2は各々、それ自
体のRCS能力情報、および他のUEに関するRCS能力情報を認識する(1315および1320)。
【０１０３】
　ある後の時点において、UE3は、GRUU[UE1]、GRUU[UE2]、およびGRUU[UE3]を取得する(1
325)。一例では、1325は、850においてUE3に配信されるSIP 200 OKメッセージに応答して
図8、図9、または図10のプロセスの実行に基づいて起こり得る。しかしながら、別の実施
形態では、1325は、必ずしも登録プロシージャとともに起こる必要はない。いずれの場合
でも、UE3は、GRUU[UE1]、GRUU[UE2]、およびGRUU[UE3]を取得した後のある点において、
GRUU[UE1]を対象としUE3に関するRCS能力情報を含む、SIP OPTIONSメッセージをIMSネッ
トワーク600を介してUE1に送信する(1330)。UE1は、GRUU[UE3]を対象としUE1自体のRCS能
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力情報を示す、SIP 200 OKメッセージを伴うSIP OPTIONSメッセージに応答する(1335)。
この点において、UE1は、UE1、2、および3の各々に関するRCS能力情報を認識し、UE3は、
UE1および3に関するRCS能力情報を認識する(1340および1345)。同様に、UE3はまた、GRUU
[UE1]、GRUU[UE2]、およびGRUU[UE3]を取得した後のある点において、GRUU[UE2]を対象と
しUE3に関するRCS能力情報を含む、SIP OPTIONSメッセージをIMSネットワーク600を介し
てUE2に送信する(1350)。UE2は、GRUU[UE3]を対象としUE2自体のRCS能力情報を示す、SIP
 200 OKメッセージを伴うSIP OPTIONSメッセージに応答する(1355)。この点において、UE
2および3はどちらも、UE1、2、および3の各々に関するRCS能力情報を認識する(1360およ
び1365)。上述のように、図13のプロセスは、図8、図9、または図10の登録プロシージャ
とともに実装され得るが、図14において交換されたSIP OPTIONSメッセージが登録プロシ
ージャ以外で発生し得ることも可能である。
【０１０４】
　上記の説明から諒解されるように、図13は、IMSサービスを求めて同じユーザに登録さ
れた複数のUE間でRCS能力情報がどのように交換され得るかの一例を示す。図14は、UE1、
2、および3が各々、他の各RCS能力情報を提供されるという仮定のもとで以下に説明され
る。この情報が、図13に関して上述のように、または何らかの他の機構を介して交換され
得ることが諒解されよう。
【０１０５】
　図14は、本発明の一実施形態による、IMSベースのフォーキングを介してRCS能力情報を
発見するプロセスを示す。図11と同様に、図14は、第1のユーザがIMSサービスを求めてUE
1、2、および3に登録され、UE4を操作する第2のユーザが第1のユーザに関するRCS能力情
報を取得しようとしている、プロシージャを示す。
【０１０６】
　図14を参照すると、UE1、2、および3がIMSネットワーク600を用いて(たとえば、図8、
図9、または図10のプロセスの早期の実行に基づいて)第1のユーザに登録され、UE1、2、
および3がそれ自体のRCS能力情報と、第1のユーザに登録された他の各UEのRCS能力情報と
を維持すると仮定されたい。一例では、UE1、2、および3は、上述のように、図13のプロ
セスの実行に基づいて第1のユーザに登録された他のUEのRCS能力情報を取得することがで
きる。したがって、UE1は、UE1、2、および3に関するRCS能力情報を維持し(1400)、UE2は
、UE1、2、および3に関するRCS能力情報を維持し(1405)、UE3も、UE1、2、および3に関す
るRCS能力情報を維持する(1410)。
【０１０７】
　ある点において、第2のユーザに関連してIMSサービスを求めて登録されたUE4は、第1の
ユーザに関するRCS能力情報を取り出すことを決定する(1415)。UE4は、1415の決定に応答
して、UE4のRCS能力を指示し第1のユーザのRCS能力情報を要求するように構成された、SI
P OPTIONSメッセージをIMSネットワーク600に送信する(1420)。具体的には、1420のSIP O
PTIONSメッセージは、第1のユーザ(たとえば、kate@example.com、「sip.instanceID」な
ど)を識別するが、GRUUを介しては第1のユーザのいずれの特定のクライアントデバイス(
またはUA)も識別しない。IMSネットワーク600は、UE4からSIP OPTIONSメッセージを受信
し、複数のUEが第1のユーザに登録されることを決定し、その結果、IMSネットワーク600
は、そのそれぞれのGRUUを介してSIP OPTIONSメッセージを第1のユーザの登録されたUEの
各々に「フォーキングする」ことを決定する(1425)。したがって、UE4からのSIP OPTIONS
メッセージは、IMSネットワーク600によって、1430、1435、および1440においてそれぞれ
、UE1、2、および3の各々に転送される。
【０１０８】
　図14では、UE2は、SIP 200 OKメッセージをIMSネットワーク600に送ることによってフ
ォーキングされたSIP OPTIONSメッセージに応答する第1のUEである(1445)。しかしながら
、図11の1145のSIP 200 OKメッセージと異なり、1445のSIP 200 OKメッセージは、UE2に
加えてUE1および3に関するRCS能力情報を含む。IMSネットワーク600は、1445のSIP 200 O
Kメッセージを受信し、UE2がフォーキングされたSIP OPTIONSメッセージに対する第1の応
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答UEであると決定し、次いで、この決定に基づいてSIP 200 OKメッセージをUE4に転送す
る(1450)。後に、UE1および3はまた、SIP 200 OKメッセージをIMSネットワーク600に送る
ことによってフォーキングされたSIP OPTIONSメッセージに応答する(1455および1460)。
しかしながら、図11の1155および1160のSIP 200 OKメッセージと異なり、1455および1460
のSIP 200 OKメッセージは各々、UE1、2、および3に関するRCS能力情報を含む。
【０１０９】
　IMSネットワーク600は、IMSフォーキングプロトコルに従って、第1の応答UEからのSIP 
200 OKメッセージを返すだけであり、その結果、IMSネットワーク600は、UE1またはUE3か
らのSIP 200 OKメッセージのいずれもUE4に転送しない(1465)。依然として、UE4は、第1
の応答UE(すなわち、UE2)からの1445および1450のSIP 200 OKメッセージ内のRCS能力情報
を束ねたために、UE1、2、および3の各々に関するRCS能力情報を取得することができる。
【０１１０】
　したがって、図14のRCS能力発見プロシージャの後、UE4は、UE1、2、および3の各々に
関するRCS能力情報を認識する。また、RCS能力情報が第1の応答UEからIMSネットワーク60
0によって転送されたので、RCS能力発見に関連するレイテンシは、図14では上述の図12の
プロセスと比較して低減される。
【０１１１】
　図14はIMSベースのフォーキング実装形態に関して説明したが、図14がアプリケーショ
ンサーバベースのフォーキング実装形態に対応するようにどのように修正され得るかは容
易に諒解されよう。たとえば、図12のプロセスは、(たとえば、図14において仮定され、
図12において示されるように)第1のユーザのUEがRCS能力情報を互いに交換するように修
正される場合があり、次いで、ターゲットアプリケーションサーバが、複数のUEに関する
束ねられたRCS能力情報を含む、第1の応答UEのSIP 200 OKメッセージを要求側UEに返す場
合がある。
【０１１２】
　情報および信号が多種多様な異なる技術および技法のいずれかを使用して表すことがで
きることを、当業者は諒解されよう。たとえば、上記の説明全体を通して言及できるデー
タ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電
磁波、磁場もしくは磁性粒子、光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによ
って表現することができる。
【０１１３】
　さらに、本明細書で開示された実施形態に関連して説明された様々な例示的な論理ブロ
ック、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュ
ータソフトウェア、または両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよ
う。ハードウェアおよびソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な
構成要素、ブロック、モジュール、回路、およびステップを、上記では概してそれらの機
能性に関して説明した。そのような機能がハードウェアとして実装されるか、またはソフ
トウェアとして実装されるかは、具体的な適用例および全体的なシステムに課される設計
制約に依存する。当業者は、説明された機能を具体的な適用例ごとに様々な方法で実装す
ることができるが、そのような実装の決定は、本発明の範囲からの逸脱を生じるものと解
釈されるべきではない。
【０１１４】
　本明細書で開示する実施形態に関して説明する様々な例示的な論理ブロック、モジュー
ル、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積
回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)または他のプログラマブル論
理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、または本
明細書で説明する機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せで実装または実
行することができる。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、
プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状
態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば
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、DSPおよびマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、DSPコアと連携す
る1つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成として実装
され得る。
【０１１５】
　本明細書で開示した実施形態に関連して説明した方法、シーケンス、および/またはア
ルゴリズムは、ハードウェアで、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュール
で、またはその2つの組合せで直接具体化され得る。ソフトウェアモジュールは、RAMメモ
リ、フラッシュメモリ、ROMメモリ、EPROMメモリ、EEPROMメモリ、レジスタ、ハードディ
スク、リムーバブルディスク、CD-ROM、または当技術分野で知られている任意の他の形態
の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み
取り、かつ記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサに結合される。代
替形態において、記憶媒体はプロセッサと一体であり得る。プロセッサおよび記憶媒体は
ASIC内に存在することができる。ASICはユーザ端末(たとえば、UE)中に存在し得る。代替
として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末内に個別構成要素として存在すること
ができる。
【０１１６】
　1つまたは複数の例示的な実施形態では、説明される機能は、ハードウェア、ソフトウ
ェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せにおいて実装され得る。ソフトウェ
アに実装された場合、機能は、1つまたは複数の命令またはコードとして、コンピュータ
可読記録媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読記録媒体を介して送信され得る
。コンピュータ可読記録媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転
送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶
媒体は、コンピュータによってアクセス可能である任意の入手可能な媒体とすることがで
きる。例として、限定はしないが、そのようなコンピュータ可読記録媒体は、RAM、ROM、
EEPROM、CD-ROMもしくは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置もしくは他の磁
気記憶デバイス、または、命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送
または記憶するために用いることができ、コンピュータによってアクセス可能である、任
意の他の媒体を含むことができる。また、当然、あらゆる接続がコンピュータ可読記録媒
体と呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイス
トペア、デジタル加入者回線(DSL)、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイ
ヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信され
る場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、DSL、または赤外線、無線
、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用す
る場合、ディスク(disk)およびディスク(disc)は、コンパクトディスク(CD)、レーザーデ
ィスク(登録商標)、光ディスク、デジタル多用途ディスク(DVD)、フロッピー(登録商標)
ディスク、およびブルーレイディスクを含み、ディスク(disk)は、通常、磁気的にデータ
を再生するが、ディスク(disc)は、レーザーで光学的にデータを再生する。上記の組合せ
もコンピュータ可読記録媒体の範囲内に含めるべきである。
【０１１７】
　上記の開示は本発明の例示的な実施形態を示すが、添付の特許請求の範囲によって定義
された本発明の範囲から逸脱することなく、様々な変更および修正を本明細書において加
えることができることを留意されたい。本明細書で説明する本発明の実施形態による機能
、ステップ、および/または方法クレームのアクションが任意の特定の順序で実行される
必要はない。さらに、本発明の要素は、単数で記載され、または請求されているが、単数
への制限が明示的に述べられない限り、複数は企図される。
【符号の説明】
【０１１８】
　　100　ワイヤレス通信システム
　　104　エアインターフェース
　　106　エアインターフェース
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　　108　エアインターフェース
　　120　無線アクセスネットワーク(RAN)
　　120A　3GPP RAN
　　120B　非3GPP RAN
　　125　アクセスポイント(AP)
　　140　コアネットワーク
　　170　アプリケーションサーバ
　　175　インターネット
　　200A　基地局
　　205A　基地局
　　210A　基地局
　　215A　基地局コントローラ(BSC)
　　220A　パケット制御機能(PCF)
　　225A　パケットデータサービングノード
　　200B　ノードB
　　205B　ノードB
　　210B　ノードB
　　215B　無線ネットワークコントローラ(RNC)
　　220B　サービングGRPSサポートノード(SGSN)
　　225B　ゲートウェイ汎用パケット無線サービス(GPRS)サポートノード(GGSN)
　　200D　eノードB
　　205D　eノードB
　　210D　eノードB
　　215D　モビリティ管理エンティティ(MME)
　　220D　モビリティ管理エンティティ(MME)
　　225D　ホーム加入者サーバ(HSS)
　　230D　サービングゲートウェイ(S-GW)
　　235D　パケットデータネットワークゲートウェイ(P-GW)
　　240D　ポリシーおよび課金ルール機能(PCRF)
　　200E　トランシーバ基地局(BTS)
　　205E　トランシーバ基地局(BTS)
　　210E　トランシーバ基地局(BTS)
　　215E　拡張型BSC(eBSC)および拡張型PCF(ePCF)
　　220E　HRPDサービングゲートウェイ(HSGW)
　　225E　認証、許可、およびアカウンティング(AAA)サーバ
　　230E　PDSN/FA
　　235E　HA
　　300A　UE(発呼側)
　　300B　UE(タッチスクリーンデバイス)
　　302　プラットフォーム
　　305A　アンテナ
　　305B　タッチスクリーンディスプレイ
　　306　トランシーバ
　　308　特定用途向け集積回路(ASIC)
　　310　アプリケーションプログラミングインターフェース(API)
　　310A　ディスプレイ
　　310B　周辺ボタン
　　312　メモリ
　　314　ローカルデータベース
　　315A　ボタン
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　　315B　周辺ボタン
　　320A　キーパッド
　　320B　周辺ボタン
　　325B　周辺ボタン
　　330B　フロントパネルボタン
　　400　通信デバイス
　　405　情報を受信および/または送信するように構成された論理
　　410　情報を処理するように構成された論理
　　415　情報を記憶するように構成された論理
　　420　情報を提示するように構成された論理
　　425　ローカルユーザ入力を受信するように構成された論理
　　500　サーバ
　　501　プロセッサ
　　502　揮発性メモリ
　　503　ディスク(disk)ドライブ
　　504　ネットワークアクセスポート
　　506　ディスク(disc)ドライブ
　　507　ネットワーク
　　600　IMSネットワーク
　　605　プロキシ呼セッション制御機能(P-CSCF)
　　610　問合せCSCF(I-CSCF)
　　615　サービングCSCF(S-CSCF)
　　620　ホーム加入者サーバ(HSS)
　　AS　アプリケーションサーバ

【図１】 【図２Ａ】
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